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現代中国における「司法」の構造 (7.百)
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6.1 裁判の担い干 ~ff_が裁判官になるのかワ

w卜57巻50.) 

(以 1-.57;~き 6 号)

6.2 法的決定形成プロセスに介存するiVIJ茂 (以上58巻 1号)

6.3 構造の1潤滑油 裁判官の青{千負担のあり方 (以下本号)
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6. :~. 2 裁判官に対ずる肯仔追及

6.3.3 まとめ

6.4 政l付と裁判所の関係

65 構造の全体像

終章

~~~t-丹

なぜ裁判は道具でなければならないのか。

筏された謀題

6.3 構造の潤滑油一一裁判官の責任負担のあり方

牛込章ではこれまで、「裁判二道具」構遣を構成するt日い子および制度
を検討してきたロすなわち、 6.1では裁"["IJ官が本来的に党の政策の忠実

な遂行者であることを、また6.2では受副長裁判所だけでは判決を下せず、
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S~:組織(党委員会および政í1、委員会、)や l 上 I-;J: U-ijÎ):~;-l&$朴;;Î Clノ所長、

口元

17;民、裁判長日会、そして上級絞半1)町)のι内をi三とけ人れる士l均な l、L

l正事夫-)のもd)肢が形成えれとし、ること奇問らかにじ

をれではこう ~-t、 (1 糾みの実効:'iをい保寸る対立は(可であろうかc Jモ

イふ 8;1 に{上、 J主主iJ ITが官~:のFii立の 17it人な寸'1行 ~， .c あ;')絞け、 また究組織や

l 上討 l の。fLÎIG を A受け人れる市'11立が4丈苦力的;こ J~'討され之p ための市'11立 a~昨日

1誌であ/J

こ才L について以|ぃI~' 日本で議論仁ト語、るのは、士には致、nnJのJ1分保
障と法判所の対1伎のフ点であるが、以下ごは裁判下?の身うJ保障に焦点を

合わせて論じる c その悲L11;止2つある c ひとつは、 j北村主が五立てnリに党
のよはじよのfT'ずな執行苫であること、おぶび党組織や '1"可」仁 Jる裁判l

k対するトか1~ついてーいえば、裁'1)官の JJ分保障 lそしてその合成とな

る員任追及j のあり方こそが、そのだ幼件くを支えごし、み t られるこ

とである。もうひとつは、主主']'11 弓?の財政の:古1~gにつ~ ，ては政Ijt と哉、:'I) ~-I

の関係:、つい じられるのが吟であるため引l、が半でこれまず論じ

てき子内容正直按的な持主性がないこにである (:J):J{~，1主主丁iJ所U)関係に

ついては次節で改めてが苛討する/人

そこで本節で:止、，，!(:'I)，百の吋旬、保|LFをめぐり、次の 2点を検討する。

すなわ七、裁判Irイの実践的な人守i権者、お );(f裁判 J口力、負うべき責任ご

ある 1没者にl土、共f-I，:Y" -ei: iil' j柑を組う戎判官の責任 l、 そう Lたまえ刊j宮

内 l上司 である所長(~正所長) :7)古併がある。

吉田工1 裁判官の人事権者一一ω党管幹部

本J且 'C U:~予が裁判官グノ入手権を湿って ν 、るのかを i山らかに-，)る f

訟は裁判刊の粁;;r'I/;:TIを;大のよつにはめる口まず、科紋裁判所震に~;

い-c(土、原引として同級人大が選挙‘罷免し、出特1:]1人jぉJひ治区に設

P-j¥ <-;-1 blにおi+る譲治ついては、張慾等 均掲;-);つ18夏、玉川，，'j 前封

ìJ~ (:;7) 12H語、前巴深 e 古でおìJ~ (12) H;r; --l(日共などりまた日ム'1おける議

論についてi土、鈴木百円、民法|誌のゴ|夜明J所f!(jY主治 Tt坊主え計七にれれる i}ζ

生ιろ動向分析 J 七以μ研究5日当 (l 99~;-f:'-) 178豆、 rt'~17!'21在 1:'司の地方↑弘
法主義ルロj;:去の独iLJ H~ 1''-?去と?孔:30 (~f;的五年 [02--~():j 民主:ム

~lìJ、 S8i2- 三74 .1l 0G全



現代'-[1:TIにおけと「μJU:Jの情三 17 屯 η

i甘さ才した '1決め所長iこっしに、(主、対応するい;殺人たがないため、よ丸呈Jj1'; i 

所存立:J，じ7)_j当クラス人人が忍毛主・ ~~1~守る(l.1. 3II 参照) CJ 

また、所長以外の;/，)(斗宵の任免権??についてはクくのように定められ寸

いる J 長高裁の副所長、 plJ-'; i:および裁判委口会長口(土、最高裁所長の1"¥:1

おi二本っき、 f国人大書受会が任免する(憲11-、ff/条 11号)，地方各都r泳

三11['，1"の冨11:'庁長、 3壬長、 i!:l三長および千I1寸は1'紋人大j市委会が粁ftl，する。

i白特II:T'Jおよび地区に投開された巾裁の刷所長、延長、日延長およびI'Jj

''J訂正、省クラス人大常委会合ミ{エfじする¥裁判所伝35条-:~項)。これ

らの任命は所属裁判所ジ〉所長の1;;ちに苓づい ζ行われる(裁判R託、11条
， .，日説。 i円法も i寸じ)。地右手守級裁判所の委~-:-:1 会委 r:-l(之、所長の

お名(こ基づき、向級人大誌を会が任免する (t"Q. :j~l;RJi-法11~ 2 J買) この

ほか、得総裁判所に必要i: Iι:じて一配置されるつi事的について辻、、巳該裁

判所が任免する乙炉丹~~しごいる(:司?)ふ/条、 J;~判行口、 11 条() :J長、 111J:it 

判官法も同じ'"

このように法:土、裁、i Jj'r'fの任免権が人大与い L~土人大市会会l あるこ

ん:め;~， (判事補 J土所!pJする」こに円なる裁判所である)以上 rf-;'~ t) c Lかし、

裁判 (;j工免の兵の決〉三者はこれらではないu 裁判 1--.1の任免、さりには;11，

3~1 につV，ては、「党特幹部1 尽日lずのちのトで党が掌拝 Lている杭.，

:定;営幹部y阜~:J:土 3f雨前から続いてきたこいわれ℃お n 哨，~.体的し

は「章一台)jU)補充、 H:!目、 白J志・言i練、:m:子、絵軒、三五司、同J罰事7;jl丘、給

守、科スd ・ ):~l!.↓、近世i ・ 1本~"寺\，;:7)諸言1).1主~)7 )を党が管理するとし hうもの

である代ごこで'v¥---)幹部」は党員に限らず、おふそ幹部であれば企寸

そのけ象となる U 史;口ン人テムドよると、彼ら{判 J十および刈 j

lよ 般幹部に執する，~<~; 1:.め、 lJi.半iJHIよ均しく党管幹部!日、別に与j干 Iこ

あることになるつけ二

間なお、:_:()(Ji')年 4 月リ'1"1ヲι全国人}J市長公で採tl〈さiLJ:公務員法(ノ;OOG年 1

H 1 r:杭行 11条も、 I公務員制定;土 党営幹部足立lを堅およと Jと士見定寸る「
辺司~{t;:;::~t~iL 41日L

コ l 山村桜皆 "'lへの新奇s'，主担体杭い9/1D---:953lJアジア問究お巻 2-，} (19:)1 
守} 拐頁

日 l 乾111深北格a (12) ~ï8 民に

川[耳、剖;とはE宝刀、、 と L ミう阿いに弘、えることは予~_~Y)'-C I付訴であるハ ':111:-:では

二日社58(2-5円;-))lCf，:l 141 
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そLて、このた管幹部脱出こそが、出家1是認内に設Rされる刃Aグルー

ブ、 L<':1 ムド]と呼ばれる J九内に設けられるドl家機関を j~l，~するとめの

カウンタ パート「故'fl;所の[対口部い正政法委員会である、i、そいで1ii'い干

の党口とい与チャンネルを通じた"えのj~等J o)ifljr-1:的組保であるにこ

のこ〉{よ、 r~-r 矢Jkf1、委員会に長千三守を間 ν ぺきと林 rl-; 誕の';j\この 1[;1前から

汽らかで品ろ λ口すなわち、;-，尺;の政治JRコ与、県イlJ;l指J阜、緋術指導の二

者は月号I官につなが η ている 目、であり、政(o指導お;:び思想指導は組織

jEr与のhi-"iJ'!，工、性只お上ぴ内容を決定L、粗利i指導は政治指導お上ぴ古

~'n指導に組織的1jf. fìiE を提供 L、政治指導および忠初白導はともに組織指

導にi衣拠して実現されゐ ll i仰と。

;辻 F 、党~幹部原則の具体的内科宇検討[、党包判、部JJi' W:の名の r' C'

限的:二、およそリラ立与主同の数湾人民は忍勤続人員であり、また凶京判打"(;'

おる 少されてお:') U;O;将一何回 ll::~共産党大、辞典dl \:1 1 同同p;;-~JL~'世 Hl，~5:lア， 1 S91 

年i?，:lfi--日日7頁巷照)、 fh斗;1r(.::.勤務する-{iも幹部土なるつしとがって、裁判

官だけではな〈、書ヰ見や司法台宗なども幹部となるぐ Lカ v 、裁判所;ニ引お

する者令rが幹tilj"(もあるかというと、そ)-:...'はない。r 弓である υ というのは、
法判所には肉体ソJ問主も勤めて:.'-， 1.;;からであり、これについて 1よ斬部と弐れて
し ι ないえ思われ斗かんであゐ。放射Wiについ f;Z小川であ心力\;叶えばtt!*J~省

司l1iにおU、ては、半(!HW~:土当然のこと ζ して、出記買や μl法告祭、さらには

牧しつぶ務長も幹部とされてし:るが、肉体分間近:-.l'dJ人民]は幹部とされでν

ない('H粛制察年海じgqq】 (己代'¥1年iZ::Bt:ミ) おそりくおと1:1;1:(ャお ν も

ロ械であると~，われるれ

けいl 林中沢・副担注 (8:2)7頁ムまに、矢吹晋も i，:("tえには J メシクラト
-; ildiこそが i:-?:Oりそうした働きかけに実効「を与える川度的保証でめり、 Ir'+口
)芹lι役割l山実体子のも (J;であ fる)..1こfiT作する l口大1'(家 1'ーのゆくス

:'J京全L~';z . 1，f済 (東jJA戸、 1906年) 11，円 υ なお 1987年の政治体ili:~c:え

旦ブラ Lでは[対(I部;の凶止と党ゲルーヴの段階的11，ニ止が抗実されたが、党

管布市原則には〆スを入れようともしなかった 1必要ニ降 F計市有中司特色;')社

公土議i臼路泊肱 J (1)87ノI"-IO!i沼 11，1 ， 1' 共 ~-f-T 火文献{り|究室字国 1 大以来

E要よ献i主婦l(，卜)， (人民出，C;fjlL199ム年} 日真季限')で除、中央政μ、委了1会

は198高年 S! J 1 ~1 H 仁、 }"J出(?権日'{':m快刊uノ l、された l 中 J)~E文民指導小組J (.~己主

組され1.:(1000午5月心待[;}，) HI]r摂71頁き~~)、このことからも、先にこ〈

ての党管齢市原町内 iF';::刊が λ かがえよう(~星利子 l 訂版現代中国成治名

， ，足大"出版会、 200;:千f) 1G3[( き~l出;ご

~lìJ、 S8i2. 三7':.)lOGZ



現代'-[1:TIにおけと「μJU:Jの情三 17 屯 η

人事権を立に抗告りれている法制rrrrの身分が、どれとけ保障されていない
かをrVIらかlこLJ: ，，) 

現行の党管科書;削除ぎのひな;::;.は、党:-;11た組綾部 幸二部管1業務全".<;11:. 
ずること仁認する;廷にJ (19J3年 11 月)、筆者主見j であ~1 . ， : 1、本;廷に

ではいわゆる 1)ナ部・分級 1:gJ;IH方式がJi'm;::れ丈、 lうf部管J引と lよ、

すべての幹 ~:Ij を~:fj:ポ、立:11:教育、 |業計削、財政i::[易、交流渓輪、渋林

水利、続 冷総、政I士、/¥字rt活動その他、のJLつの部門l二分け」党の同

f#: ì;;.r~ ~9 i){符挫することであり(列え[王、裁判tぎをさEむ政法業務幹部l立、

?の[1，じ祁;であるは法委民会がhJ閉するん「ツf殺守]市三(土、 1['九五

よぴ九jh'キ紋の党委員会のあいだの、 ごとの的ぷ行泣についての分

菜市IC歪をさだめたものである， i"~ο ネの徒、 195五年に、党中火は角度

片足/えンクヲトゥーフである「中 j日中見1;支持避する幹 ;~'lßJ:þ;;務色持、7<J お

よび rTl史への報f与を嬰ヲる幹部ftitj除名祢表j をilし、ト]{j-~ j月;二は年

Jtl;，~‘郎内に対 L て R t:-が宇寺山する職務γ，t字表をj主ゐかに定めるよう催
促Lた}会お、「寸央が I:b三理する」、または「寸央;、 1.*託子1する

止されてしる点、手三汽的に;土:ii]揮は中只かイ工免-4-，;らこ Jを、依存はfJ:免

について't央の承認を るといっ法制てである王寺えら1しる".!(以下、

日IJ者を，n命ポスト、後者を lノメl忠ポスト lとefぷ

表 6-6 党中央が任免，承認する裁判所ポスト

Fド JL ，-~'クプス

よ t{高 J;\t i~1丘、 可悶;jf'1Ti丈、 11'"設IHご民
汗免 1 1:と字問、 1，，;五;グル プ紅l'" :"Ji'll:;斉 夜会支所長

~2:，同， /ハ

米誌|最高放日長同延長、三ニシァヌ llJ竺両相;砂に出哨 :'l:~í'われ明日j

MぢHiJ北fぺ句;，'主主クブスとは民 なl 幻 作j!'t;-上ニ円よλ:した

，1'-，' -1'王将・前掲注 (99) ~~07頁{

i目 出::1伝-ri-IIII国 ~ 'R~孜ノj 誰』と法イ?の a車jß\ JLe)干玉川J.，j{ 初出志羽市首 lハく

しス，'"Liイカとは午・ l均i/;: ニコソ江主父分析 I収点大千出，::!i会 i約三年)249 

戸

けし、 J、めよ・前m;.十¥100: 11ヌ頁が 11i'央が告主rむ職務包称」を f下千川、ス λ」
と、三た「中火¥の報止を '，:，j.、よる峨J舟1rff;Iを')1'<、云;，;J-::スト j と呼Jも)り立

昧と与えられるー

二日社58(2-5円 )lcr，; [G[ 
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地方各級裁判所幹部人事の実質的司王免権者時協力者 覧表

1: ';'}~1今ド免存者 協力昔

口元

高安lt0i1長
者クラス党{;員会ー川市主主党

主11"丈
グループ

尚武副司そ.rr "守クラス:T:7E弘会 よ」尚武ヴ干グJレプ

J自クフス ~(-;:>A::.";' ，i~ f-:~'~i: グ
白J主jlT-lミ 符ク yス允去とi会 ルプ

向ぷ，~:Ij片長 地クラ λ完:長旦土 I'，"，jたιグ"ブ
民 '1'設所長 M!ljlfi'，t. :;J :i主ケプスj 党芳r1公 高裁党，/)レ プ

基 l白荒 ~'7- 1二
lヘクゾス立長員会 e 中LK党グ

地クァλ7ztミ員会 τ 

〆ーノ

共同法判元長 芯クうえ九委員全 出品党ゲルブ

IR， 芥;府此円r長 ib 宮クラスl叱要:l.L，
1ι ィ位苦 p会 高気叱グ

Y 

F 主層表面目所長 平クラス党委~丈 高裁完グループ

直 r~l Ik誌とり主民会云民 e 活
市 (iS々 よプス}党王式会 l尚設吃万一jレ プ

兄副日長ー判事

その他りよ之江l去t士会云民 e 活
fn;級党安H会 rnJ7J:判所党プル プ

長、剥i-!Jモ‘ f，lJ事

正J町児 E 正 1，;']科長正叫:

1T 刊?γ~ . "~'II 事有 111，よびその 1":結合若員会 |τi殻ヤ;巧党グ 1レ ブ

他的幹部

主宰Riて!f!，止令ト内地方~，改我判l
1"，法刊1'(完グループ な 1

8I宇部

* '1立lは;主的丁打をt押すvな打 l 女rt-(，')占蹴の志乃につ， 'ては I'-~[空会 ι

に及ぶ限りじり党巾丸が任免するノメンクラトゥーうの民新!山手、

服部年 (I只IOHド出されわものである 111;.(' t< G らはそこじ元三れて

しゐるよ川ワミカ山元~iEL、まとfよ宇it:を受!iるJ&:判所内ポス pをま;めたも
の¥いある。 H表から'VJらカなよろに i主';1央l士、 q1 ~吐と1>1，灯、の泊、クラス

の主主要ポストを11免する三とになっぐいる(なお、ヲ，1rJj，別においては

原則 2殺|、まで符玉虫す主こと lなうて，' 

宥タフスj:J、下σ)，此委民会が);{3弔jるものについては、j，、々

あるが、 '1→宍ぷ I~J:!:主党ク 'v、ブ 1" -(十紋人民放，'1)所党ゲル

、も&')】こV

7が党委長会

"υ4 前期ι主 (::~S) の 1的。午の:Ìffi 主El

~lìJ、 S8i2. 三70)10ω
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O)j~;、判 ~í幹部管即;こ協力することに持する税法 J'Uh' U~J84 イ11 月 [n 日 j

が許しくうこめる c 沃 6-7 ~よ字詰f法がどめる地点各級10とァIJ r:ir幹必の人下

す決定宇る党羽織、および当該党組織が昨部?と選tActるf七楽に協力宇べ

きとされるえ酔1"せをまとめたものである
ィ、衣から~(8らか主ように、およそ故判所幹部とるFf'iJ:、む、>くう主組

約iが実質的な人-'TT，j!{J-;を有している口なお本税法からは、所長・冨11所長ポ

ストの天'4.~giI 免惟苫 i 正、 i級iの党委民会である治合もあれば、また

1;-'1 *ji't'~委員会である羽子:もあると読める U しかし、えに挙げた~犬の幹

部職務名称去、おJ:CY4、 ~~~U-、の高裁所長 刈所長内実質:1¥)';:工免権持につ

いての混だから、所兵については I 紋 I-n党委 ~-:-:1 会が、j\è:j所長について

は同級党委長会が元貿均任免権苫になるものと考えられるら札所長は l

絞トのえをさ口会的不認ポスト r去るj 筆者が \VC~) トで見つけ工品廷の

県クフスグ)幹部職尚名称表J による t1川、県クフスヨ::í:共 i~(}>t工合

ポスト(j民法裁判所(茶制裁}の完ゲ/レャつJ書記、 ~IJ書記、副所長など

であり 1'，!'7、同:ir:-長にういては 1級!のた長員会のf壬wポストとされ、
県ケヲス党委員会;土卜設問委員会に協1Jするニ矢シ:されている ι目。木、

1 r¥) 戸Ii1'T而 (3:: {)I)D白以ト。
:111(; 例えしど、i]一係省深南町の 111I共深阪市を管理U'J件記執務名祢f< (:2004 "I'P_ 

3 日つo卜 (11十了 p:/川 ww.jsly~lj.('on: --)、河鮎有鈴江 ItrJS.1Æ~(f) : I者日以1])さ咋尖鎮

江市f'l淀川ち-ró'f:f!申恥幹郎聡 tJ}~科、表白む凶勺JJ (叩例年)(hlつ ¥.VW¥V 山 l]v¥."広0¥'.('1川ご

なお、ノヘ号Jfiらの 11孔;よ20(){'eE手 J月'H日校在のもの Fある

lr<-"; 早クラスに設置えれる基麿1訂正よけIJji.f系統の末端てや主、るため、県クラス

乃 i級 iの制ゲラスにUJ主宇J;iiがないυ た万し、人民υ、とがあるときは、?工長
町ストをな」型ずるようであるに|渋山角、官l早ぴ) 1+1共Jl1lD.1県長官底的ifoi.、部椛議ギl

祢長及領再l間故以 (jJ1ij ffは208C:1"以降ごあるが具体的な片口は小問j

吋j削川n/) 写山

1 川!之、支{ì'Jム刊市山芸[>Z V)il[i 共!九州市;斗雲問主管.i~8S幹部職務才?官、去..1 (20引

年?月 4 1::1) Jlttp ノ'dan勾lC1r:.OYにO"¥:.C Il/.!で;土、 l百J~裁判所長[士、広州町 l 官;

妥員」?か決定し、判Jx界'委員公かそれに!si)りするとさ"ている戸

なお:ffi愉iよ、 i.l主t~，裁判官のi干免除;，，)ノ、夕、 Pì'i;~ 委会にある二乙、およ U

:: J;k 1'-i J r~' iJ_: 1 ::条 2明で rt号λ 、同所長、北吋長良，;，委員、活L、およびfH'J!-舌i、b
t三う音は、 A丈Fむの業務経肢を右「る苦から優秀な者を選ぴ、人選を流出しな Jす

ればならない j 〆規疋さ1したこ rかん、「実際v従米の党的世似市内又はわん、

二日社S8(2'S6D)li目。 [sJ 
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主主において点線でK切〆ぐいるのはそのためである ただし、刈長は上

紋先安μf、 !)H~命ゴス l、二いあるが、 (日1.2、とれイJ 5 -----1参照j

のように a 所長ほ 般的い所属決斗GI党グル プ汽 l'ii:-Cあるため a 同級
si:4i口会がその人， 1-，'.全〈関守していないわけごはないこともJ骨折して
今、 ?λ よ<1，)
<:::: '- ) 

まだ、 Iリ95:.t.fにf)i弐111*対公JTが転法:戸た'1'共ハ1央政法委n会 I芥紋
党委伐法委員会の菜Jtの強?乙;、悶する通知J ム1C;によると、「党委員会の
・助子」である政法委口会は、ぷJ，I、のような形-Y'詩;"1)官人[JJ:-:~:勾ワー

することになって」、るハ寸なわち、心最高裁所長 UtJl;とをl古訳守ズliX"1' 

央政ま外部門の市J4腐のうちw夫の代理に{'~-T 心的ぷ J となる)のイT 免

については、 中央組織市が&!!策したi堂、fT19えif立法主一員会ド号、見ヰ求め

るか、ま士は中民組品の副主モ子-"'-¥に中夫政法委口会幻メンパ を)J:J

え、共同でイ工免玄見を疑Ih~~、 '1 交の関連規定にf!? ~)して rt1-:7. (j)審jをに

{、lすJ、干級政法委員会は什 lを参考:こしてifi'蔀持}!ょに協力寸る、とっ

そLて地 }J各級政法安員会i土、実際に次のよ与なヤ i')hで人事じ協力

しているにいう lJli u:ノ政;)、委員会が削祭 L、 j-L存在!0~芸部のノL免立見を

1N~i-B ~~、組織ηil5にぎはを求めた上ぞ、 会の干手不平iこljす、 : ~'~組織 tfl5

とR止法委員会が共同ごと?ll察し、その見を党委員会の帯当にHg-、

<~.1中村品部が千千 (7::，主:見歩提出し、 j攻渋安員会;、意見ヰ求めた [C、党長員

二??の審事;こ刊す、ふ組依存;;l 政法委員会のいすれが主(~在るかは統ー

されていな l、が、いずれに:よ同音が共Hで人ボヲ震を凶めてν、ることは

')j らかごあろうわ

部門の出 1:11命権が崎県されと('C:三五五え判 l民投トその用~';の :i1+究 (6 ，:.J名

日凡:大千反政論集170号 (190711:-おり:"nとn，官す ο。しかし、上レ二千げた向
から e 党管幹部l民 HCが j~~~~:二一l記長」されししない、とは;問うかてある υ

lω-Y~JJ~;F!~4'ï *、 1攻によると、党タル ブニ;記ル任命するのは r1J般党長良公

であゐ Pめ、 i記号党22只会も当;;ffiえエ:jf干の同級党12只会の志向を付託し C所長

をイft;きするわけ「はなかろう I

い ;:1共 11~J~ if"il'~公Ii転経 "1'共 '1 丸F止法委員会話於j刑法各級党委政1云委員

会工門;力沼知」的活知.J (IJ'~-f: [l!-) Sl~)~ :!8~}) 、手十;:本見℃あ v人事引のう:iI:ょ

林中梁'月iJJめ→て:，82)639.8に Zるυ
才不「ロ~r:;'~~日治 }匂l!l頁

~lìJ、 S8i2. 三品、 lOS ヨ
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ところで、これまでの判定からは、法制[J.0;幹部門人事が党組織(災当Ij

方式ゲル プも光Í\~i訟である)どけでコ己結してしミるように読める。だが、

だ際lは政l付(人半部門)もこれに関与いているわ例去ば、民高Jム尋問

長口会・労主主人 lι必 .l 98~年 ì:>iむh各級人民裁判vir酢白日歩手it
L、採用するこ〆:こ関する通知rT: (19以イFll月:?:-.;ヨ 'JJ ~>土、政判所の幹

泌を採111するにあたヮてi土、原三月" としと l紙上のおt干I;";!b})株台を料

たf去、信長査を t日"，た民判所の同級 人事部門のな認を千「Jなければなら

なLとする恨むえば、中裁が卦u[;を採loJする湯舟!j:， 1級トの{"::J裁の審

有?を続た殺に、高裁のI"J紋政11-:'('ある省クフス政府人事部門iの本誌が，Z:

安となるんまた、 ~t5~ffD I日放が2収)(Jij:に設けたノ関7lt による}、 1七

京II' 1九!の高裁以 F の t~+1j所:おいてスタップ 1裁判符とは限らなし什宇

三im探!J'Jる|ぶには、おお Lそ;大のような千阪を凶まなければな片ないc
収用するj主判所 L以下、松市jえ判所， 1: wrぷ Jにぷる資料審4 ・Ii長、

やよる 5却~i;t 王寺杏. iF;'<;:台王寺杏ー片fふ倹杏、 I--j之、刊所 J伯ヲr:.~平吉 G

高査表 l の作成、 lわ区・県人事弓の公1'[;;子氏去にJ甲士去、百)高裁合記処の

審去、せ、巾人事同U)審官、に 先に省主，fr一明IP-::.土、保JH主主丁iJ所けは紋σ〉
人宇1.)1りを経由する士、 ただし I 公I~の JI汁捺 l がとれほと実質町J な片:

i、を汗コのかは不叫IJで異なるが、 }級決T'lj;:rの審容を受(.7と絞:こ、最

終的L: 級政府のが、認が必妄である点:土同じであゐ 1

さて、ここでひ lつの疑問が生じる一すなわち、売はどまでは政市会

+く校場しなかコたのに土JL、198/1イ]'(7)通知および花京市均裁の規刈l-C

l手、送に党が令く笠湯 L，~にい代

ころした l主いが牛じる 11[' 1:1，(土、 1ji;;々 の Jt'l~_L(土 i兄剤H哉と政府が|メ )jJjさ

れ1 いるが、 'j~i~t': 1_ ては;::1]-Ff'が 体イじLているiJらてある〉さえられ

ゐコすなわ九、 I，党符幹 ~-I)J C')涼引のトでl士、政府の人中部門とえ:J〉絹

l ~ ;~労働人事部Et策似|究室i南『人事 l 作え fti主編; 7) ，;品流牡-(1オ問)/7

-81頁。

、u山iιよ品心 高玉「叫/古J

奇郡2門c乃〉本E討よ立{を J伝μゲ的Jう〉るに

i 1:4) ィr'丁、市，<OtJ紋人民l'1、町民""'，11:Ji<巾 iL:?~し系イ Lt~-íJ 人、はわi土作人民有1 r J;.~l ノí:: (~Jt 

行 ¥)000イ1'2日2G'1) ，1七μオî#殺人民法院;j'，国 l11部i去に改吊王子定 i;}t，-tJ~結1

;能川住h-¥収社、川)()ソ年 焔0--:l日;頁I

二日社S8(2'S6I)li日7 11ハl
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私tJ¥事部III-Jは 件、化Lている L合一而 J_: 1[，)炉。つまり、誌と匹、川が

14イヒし (-r;， 体的には完;妥.n会締約とえ1fT人、これらが裁判~.0) 

八事守宍質的 I~t星コているのである C' わ< c法判2Fて予ものヌJ;jにおい

て、地ん定政府指導者が直結主~ì'ケつ;;1ミシ己的主役刊を果たしている J べl

y 
C_. " 

そして、こことカ干となるの l士、こうしたブU~:: スを市長て i!を>;~された

人宇奈が人んで夜手取るごとがまずないというごとごあるハすなわち、

「わ語、|ぃl の裁にiJ ê令理シスヮムは党~~í~i;lrjのf主目 1; ~託ってお;)、裁'1)官

の任命はます現地のJftの泣給部|での考祭・い?烹を続なければ、人大の任

免にかけ〆乙ことができない G ..~;;:刊にいノて、ヘ大が党委 ~-:-:1会の意見に

逆らつはず♂なく、党主主主主会的立:山名はi阜目:)と lてI主)@するJU' とr

そのため、おおよび政府に伴免を主主婦されてLる裁 )1吉i土、これらの

.ti: I E::に政従ぜざるを刊ないv 例えば、 F柄。ヰにil華 L最両政事長土、 I彼

4は『イ可が裁判!の50.{立ぞ、お前を業務からはずしてゐるわア主主j'1)の独立

l千を出すことはできなt，(だがお前:土司、記だ、 '14:~土包浬むきる 1 と~

う門戸Ji)、軒下イ;治 [裁fl，u)独立j涼引を思 Lt~ -j:-. めに、人民主主刊j月7 かり

兵助こaせられるということがたびたび生じている (1，~:'という状凶を指

摘 Lとっこのことは、当時の及わず官がi己JトれていたJえiちを紅宍に物内つ

じいように:正:の主:1 口1:、逆~， :， 1 ;1向 ~~o 地f\'! 宇失うこと;、なるのであるコ

このさ、 IU裁判官;1-:8条(土、裁判官の権利Y して「法の事:111こより、

まとのH涜によらなければ、 降格、 57:5でまたは処分与れるこ

とはなし、J (:~号 l 奇定めた、そいて、その法定の半 iμ;土、もちろん

えや孜可干の意 r~-;-; l-~ 逆ら与と v ゐ，，た，)ι由はさまれてv暑ない':，，Ji士l三条、 ;;n

手台、 :38条， J:fl jj U、もIち慌である)，

しか:戸て、こうした状1冗:土"tHに.f:iいともなD県去の湾物とはなって

いな，"三の三とはも;;のJil白拾が指院に示しアし、主0，よ%~i:1jの似合)原

烈を開持し、そのil1~J、仁むこわ士い司法機関しりJ旨等当および#件処理組 11

J 1，) 苧~~旦 lê: 実行司法独心与ヲ皇市;"1ほ財投」法倖科学1D99{;'-1期7子!' 

: 1 ~，;:.ヰ 11rj-l .前掲詐 :_S7)161頁、

: 1 '7 張街、l'予同消揖i土 110担任宅街、1ノ岡快夏，k執筆)， 

"行江平岡i;j司zャ (7~) 9 nc 

UJ ~lìJ、 S8i2. 三以:1l0Sの
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高 i土~~IT:fド.;:こ更迭、停;瀧ない~(よ〉日勤させられ(る， (fi如、 IμJ

においてポ11'の判決が現地のえ .8(}Yf指辱:昔:7)，尚昆に台放しない、まと

はその同さを符られないと主には、裁判'tjがkl、動、停職、ひいとは更迭
， ア イト ア : 1，'(1 し
こアれ令」とこ hめ φ わさわさ7足立三したiもかかわら r、
ぷ半1)'1立の身ケ'j'('よ杯めて小安定主り、況に商かれたままゼあり、芸の人辛抱

it'C"ある d九十政府に J2)~ らえ:工、づ身の 1111 をう、うかもし才しなし，:7)¥いある c

そうである灯、 i、裁判'六カミド1らの進;;jヰニj豆コずし、る党やのをi白JIこ従

取であることはペ然といえ4う心

ι3.2 裁判官iこ対する責任追及

1 平!trJ:1;目、任制

先述 (6.23参:::1"のように、 p級裁il1i1F'かみト1Jl裁判所に?とttt，れ
る l照会 J は'jl国におしぺ;士1"穴 ではなく、いわば日'.']1'1内なこぞ

とな〆下ているロではなぜ、 ト級j友、l'lj~'1 が裁判勾容についてこれほどまで

よ級裁'1'lJfYf i照会するのかr その部j役的妥国のひとつと Lては、 F級裁

判所の判所がト乱立裁'fll~!:'σ〉ヌ審ま ?Jιtlí=j"審で砂i2t・ ~HI きれれば、 それ

は当判.1 [鉛索]と dJ識され、その~\L~荘、山らのJ菜芸務持心にマイ十ス

となることを毛羊挙手長Lける二とがで矢る i山】斗lο 判三 lぱi、主A必jkと1甘河1司j吉のr升二l-f口1.F宍r.;台は、
7ヤてlにニ2校丈tけ作Z今?主基らi準隼と業務主基らi準隼恥lにニ

i叫!JジJ人j、的文干書ヰの!質L白2、被t改:丈〈刊河11'キ宇、 手発主 17.効?泊!J-'!"門半刊河'lj 決(1)-1叩)-p:円:でJ 審;雫干宇';/~:立)0'"川〆Jぺ、" i 什そむこよ り埠liら

れるという I目。 2 訴で破原~ ，2' tLどり、裁判監督干減によりけ十訴を?丁わ

れたりすれば、病的に 1~J~'flj Jと認識えれ、円らの臼iU.-;ニ響くことにな。

ているのである J

l'り 却す21前司法独¥'1'ヲ立主体監fブJ 1[ 1 伺;)~学 199~1 存， ~兵Jl8頁。

υ 周辺誠・日↑uff;¥注 (4刊行頁
i】よ このほか、裁川下言。)業務能川が低いことを理由が十げられるが、それで

は業時能力がi~'-:'J まれ i 1' ---";-il は司然と消え去るものなのだろうかJ 明誌は"，主主

-II~ 所;二"f;ij: -，~れれば l 訣れu ，となる4'えん、そし.c: ~;:'i， tU i .(あればその1ft711を
担当L!裁判'(， ιろ肯ヲを且及する}し:う制l主にあ{)のごはなかろ〉か :級裁

判所 J二招会すや乙とによっそのおA険を山避でさとのであれば、上級荻判所に国

会一 τt{-ニを i!~~， :~ょう三寸るのがィモァ宜であるように型われるこ

"口 張溺 l' 土手回有十'Jr主{日以~:'-f[ (~.三位j'J'回前段;ktJl斗，

二日社58(2' 56;}) II日5 1121 
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また、ili:午においとは、 改判、ム、差1-;;[し以(立、これまぜ裁判所系統

7)下件処理 7)質を測る必訟であり、またた注(守司王寺)を 1詫えする際乃根

拠であコた I-r月半l去作追及制作告長点11追及もdjJ ;i;:天地L寸から それ

とで'o'人口の f-=-f~芸賞守とをりンクさ也、改 ;IJ J 1牛;うさ ~OJ1:マイブ

ス、差戻し l 1' J につきlOD)しのマイナスシし、 ~'..~l\:'f~ を構 ;J立する k，-判官

にち沖治責任を負わせている主主1問所もある c そこで、し士三IJを減らし、 i 

反し字選けるためド、基出裁判所は i 級裁判所との関係をヰ;長ドし、 ~F

iJ1i ¥ :_.-rrsしミイ1わせ、照会するという;DIi.i明が大し川主延している"川、「今
ば誤判主任剥があれ、 級裁判所が股おしているし~!具1刊は名声が落ちる

だけではなく、賞与のにも響く :Niといわれている C'ス。ごのJう

に![バ肉己の平IJ 附が 2 詰・再予言で破棄されれば糸務会?定にずイゾスの~+

怖がl、され℃いたのが、記"J1]責任追戊市J(以|\「込~':'Ij貴汗制」と 1'['ぶ I

(/)~":~請により、それにJ白↓L刀まかかったのでめる。

ポi'iJ~責任，1;1] とは、 1988-{!から芥J!"，で行われている試みであリつりJ、司

法改主主の法重要課題として F 司法の公正」が1''1ば札ている近年lおいて

はとりわけと車両されている)ニれは「訟判-k可〈ノ主きれ汗|祭に、当該'i'iJ

?k・ょを下した裁判1ずの責任を問つとい弓予IJ!立ごあるなお、本予IJ!立

が定めるのは、ぷ判所長，1紘lサにおける懲1茂処分である c 以 lでは、江河

芸人大'州委会が:997主品汀 :5:-1 ;、捻ji:.Jニ「司法機初設判三者イ十;8及条例ー

:1'<3 示:、{主 F法院内部詰不風f寸力::J話 i法予祉誌1999j'f~問日)頁}

1 ~-1 強十世J)) 珂'!sJ'i，}) r-};{重結構it1的法伊時釈 ~t s 名，:， 1 法官平~ ，;:~J 歪，

~~)::-;:+~ ifUJ i辺、↑].;1jJ問、問題JI (1l-i.:8.品取引、 1~-!:-ì己主 1 228:~実 A

1" まわ‘差 I.，I}-，!;寸日空、 l 利殺tr;p.'fi土当事首じ 2'y!';U) ，~fリ決礎資 o.紋定書

をJ左差J一るほか、 F級裁判所いミ;jf合事刊の具体問問題:閑t-:6吉見を特; 下t主

するこくもあるーこうし二位見は、上級及、河;:fT が;!Jll{干しださ予侶に;ji] げたJ;t~定

言よりも、その|句評におい、かなり詳細である JといういrjR筒、|ア，前J司H:(40) 
10:5民参日;n
1:>;; す I_-)j 市人 1(;)~1見的均実貰「下且究市iJ ì:1j^ ;1己ノバ'ム出ち lぷ科 y 校了十:il~198.r+

3京 'C';KliOO頁 なお、誤半')主任:，'IJは1993苧ム0月末までl、い;南、内.]，[仁、

海市、 H 粛、宮虫、 λ津、 111烹、湖南、 F語午、[了 ß などの合・白 H~-: ズ. ITH;すili

の九j法裁↑:rJiyr に才~-3V 汁、尋問史;つに文lfIJjされていたという の;:::71<i). 問於j士主責
任地究i:jur~ 的反と、 i-r長年相会科学1ClGC年3K~ (CNKL' 62ft 

UJ ~lìJ、 S8i2. 三64 .1l()日生
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を仔れこして、 ool{一件、的iこどついうものか兄ていこっ

本条例は、判決に誤りがあり、 2mまたはH'Iきでは半1)されたとき、

笥裁定に説、りがあり a 己主または再濯で般弐えれたと罪、進法;ニ調停

を11い11f三s:でほ棄されよと主が「誤判j 仁説、lけると "i~めるほ条ん

ここでの l 以れ IU 、幸二}ぇ誤認、リ、透hl の弘~) 13土ぴ説、三五T続逗)えごあ

ゐ(3条jコつまり、こことし、ろ「誤判! と:土、原脊裁判J'~~~> J)判断が2許・

再再:~C*it+:rされなかった場合を ti1して， 'るのであるハ

表 6-8 誤半Ijの事由と責任者および法的決定の形態

lポ'~，})事州 高灯台 iLI'i0仇可二の形相

担当談判官?也';; 1 l'→tt判官 f，，'~:; 

時:，l]悼の円いと江主 |日J伴者 l'計三百川
札凶汁誌を4i:~:注生 I.e 'ご'-~，黙を÷忠 L に乃 |合式市1 まとは京判禿間会J 認";I~

l紋権問ま手は間企竹午者の"ぺ I I，j投機問ま六!ミ史辿市作者 1 1 似への:~;j0_ 

fZ判去jぞやfS及するのは所属我'i:Ur1rの裁'1'1;，去員会であ /'1、 L1f，及裁'iUIji 

がそれを粒背-;r;~， ( :-i条日以、合条 3ム4)(訴が責任を負うかl:っしーでは、
12条がどめ之。表 6----8 (土川条iこ芯づき、市長刊を子討し 3た除虫とその場令

に買イ1をRう者、そして件事山:こ対応「る法的決定の形滋をまとめ三も
のである(法的決定の弘主 J 主筆者の排出;"-~'ある') ':，: ~T 

「訟判 1:?江:'!-;とされた場合、責任者lこは相心、の慾戒処分カ科され、ま

た場手、によって!よ犯去として処罰される U&:i'I)tnニノいて忽ι与れてい

るのは引法罪、iびであろ与にまた、 itr~:{判ーによ H 当半:jtí-(，、t8;汗をもた

，L~ なお、 :rij条つ号(エ「μj法3kケ七人、検主人または正主主人がfEミロi昆宍により

皆川を f弘、たときは。 ~J;去鑑定人、検;J::人または」話人がttf二を明、入 J とオる

が、、千でのア ?とは間寸1j叫が汚しため有田告すふ

，'. f'J iと399:き，:e-::税定はU :--0)':おりとある p

「司 UJ~)J務人R が私予によれ μl を主!日子、また!土情に駆られてJ、を在lT、侃~

: )，:~りなから三洋J良されるように仕1;.11十、有罪こ)，:~りなから故音に 1ftい訴iaを iを

けないよう lこ1、または11'}t裁判山首パ二おし a亡すγ大石よぴ叫、律fこれ意に出fT1、
.1、ふれげてJよ吋や行った./;1止、 5 斗~~Å 卜 C!)有期告主役王たは拘f空に iJ(~ すゐ r 情状

が由々しいう首lよ、 s {~ふ I ， W ij- U Iの白諾]懲役姐ずる トごU、が特に日々し v

宍(之、 :1t:::以上の有!羽世吋史に処する日

二日社58(2' 56;)) II日3 1141 



らした炉さは、出家立さ悩d-、に呆づき賠償する，13条フ sg)川 J

.j， 
l州 口元

このよろに l誤判j による支?に乃負析を泣けるためには、自分のー寸

干 1.，汲故'flji1!:の在、見;ニ1ft;';.;王。rいもdj肢になっているのであるわだと守れ

lf、こうした副主のけお~" "C、 町長在iE制、裁判委口会討議市:Jベコ

ぷ半iJ8iへの照会 il:-!(いが、 f同i;;I~ 只体的事f の審川を担う殺事1111 にとって、

原めて有)11な保身C)h'iとなること以いうまでもなかろろ口いわく f- • ~_I) 

の裁判竹は、ひとたび疑問のある与件や新し，.類rr::CT)宇fL;、 i~泌すれば、

責汗負担~'É 己の l"J採のうえを rf:fj.~!!ïする J め仁、土特別 'if(l乏に照会し、

ひいては事1'1ーを裁判 ~_H~2:-0)決定に委ねる l 川"亡し とりわけ、白 20)

2恭平内容で彼申(ないしは改ドりされれば l誤判 J とされる日

;級裁↑:1;0コに照会し、そのお示γ従っておけば、

l[ii';{に減コ jことができょう l/.' 

のリスクを/、

記事また(土行政苦x'!':J活動に行いて、事実Jうぶな法律l故意l没背し渋を円げ
て裁判仁、情状が[11，7L ¥"とえは 5年以ての有KjJ註主役またはJ{，.;，i¥tに処する

怯~)、が rf-i 々しい~'，:，ょ、 5 年Ht.'O年以 l、の有J!~j，&んノ支に処せる

司û、事J務人討が以flHUJ、を世げ、前ワ」貝の行ィ(-J を i~ っ一同時に、本日、明日長

JF;立の罪を構成「るときは、より-mい規定:こ照らし℃犯罪を認定L5i!.f，弐 Fる J

I ~"右主例はF1tが賠償するのドをはう!していない〕この I_~-i について、日家賠

償法 l全似八五，.安会1994年5月12E j刷、}は次(7)..J:λ に託社る J まず、 i同法

19条 Ir日は、ワ7:了予三文明l され)Jl.f， ~i': とな〆， l， と己は、原発対判山手，，た人民

裁判所を日常義務機河J::-j-{)，.ワ審で改引lされ付与tいなったときは、 l審芋j士

をIした人民政rr;，吋J-jよぴ去、j皆決疋を|した際|需を共同賠償義務悦閣とする
こ í~Y) る'0 -fーじて、 力行為などに4リ市民を負傷兆二:させた者、

\~:1 ，a\~器 e 戒J='~を近 i1:; 辿!l1L、巾:己主'片f弘.iV2: t 与吐た-(í'、し正干ι:f~JI中にf:， v

て格[筒.::'{ti;j 者~ {>聞き、在、 1.8::-~.W られて小'F ;;;-.:な J 、村 υ;jS::~:J !-行っト者(つv、

て弘、~~を 116: ノ、から 百t~ )ましては全郊の賠償費TrをふI:j己きる>， )-ゐ内t条 1め

したか「丸、、こでます 賠償誕務をf1うの;之、， ~~( 'i'U _~とされた汁:λをト L た

裁1リrhずあると考え bわる J

lわなお、党長員会ぞ政;--t，、女.w~l:(う ~-2-iト}徒い、九百 とえれた場/行任が

.c'f 10 を負っか(，~-::心、 Cl土イ、;-!j可である。

lどl 点力前掲i主何7l L~61雪

1:~2: 主主内実務において、ー総裁判所によ )'1 己;ゲ j 若し尽される事1'1のほと

孔どは照会し-c1，ミなしものぜあり、[説話]干械を~，~たト許十件ごあれば、 ト

紙まえ判所l主一民:r1"-];二原料伐チ維持する l という¥以降:文.tj:r~j勺 i':'-: (47) 1 

l.:.fi..l ~lìJ、 S8i2. 三G~)l()fiZ
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そLて、こゐした説明:主任部Jiょ公凶で1人く1-Jわれている"山ぺだとす

れば、照会こいう医めて行政il江な

?への11X;，) .fT-主どあろう 1:~ 

11:;，1'が ι{'市il'J:こ'ITわれるグ〉以、 i二i

なお、長高裁は[99氏年9月jH 1: 人民裁判111i裁判j人口主J士裁判貢任
退ノ!k-iI作iJ、('Si:t行， ，をiiL、 J牟主主iJ主任 とし:う概念を前iiLたハイ、

;ょ I人氏裁判明子1，了寸法t判または執行業務において、裁判、工務に関

連する法律もしくは:大規に故，5，:こ述反L、または品川j業務に関連する訟

もLくは法規J過欠に上 i)J主反L、国々しさ結粟を若:起Lたときは、

進Ij、}，，，*I責任を負わなければな lつない九条，C定的るつぞ L，，(、 j主

主1，のE宅り 1況があったとしても、段吉 過失がなく、それが桝釈のね迂

や事支および司lU尽の認哉の栴途に4るものであれ:工、 17.星法哉、斗点i任」

をCCわないと L汗 ¥22条んこれらの士込先から明らかな市う;ご、「京 :'!JiQ

y止釈は行為の村井J: f張主1]，を校j*~ とするものであ(る)..1貯のに対 L て、

二お、ニこで[疑詰]レ!二、 ハ rケ スについての田会J)略称.1-(ある(丙i

16H'!) .， 

: 1 :.:3 例え!!'、 f，iffrl'irr 岨 Þ!tf4T絹 I-':~考案一吉任問先制;グ]，t;，、考 広均干!会科ζi三2()C:-i

イ1'期 l じ i\ K~) i8Bが料介デる、汀科、古同致が民}2"'i'-11JJ】:，，1]ノ巳LF ぷt'l

J'=t 11 遣及況~J 、日 J"有主、而級へ只:裁と;所j!~; 9~.n ，乍 l 片に者 1;;: し式 「全省双半1;所

前判i主立;且/1..~7ii規定(試行 !k また、段目主人人泊妥::F各殺人民およ ;':m庁、

人民村(~子比七、?子察機P-，~1 ~j~l :Pl責任J口止条例.1 a99G年1Hぉ日採択、 Iwj咋:!}-j ~7 
日 5é 布ぺ包1;;、海市有人ん，;f~' 委主， '6殺人之政干'1:11、人民検察院、警察機関
説明J蛍 ti 追及条外J 一旬í~I:- 9 ; 126 11採択 刊'110:12211発)Ii・施行) も可否係

であるん

121 小 1:彦九はこのr.'.'，可安江川を訂して 1司法というぶ:は行政の職務しつ 1ι

舟に馴染みやれ こいうい政代'i'1可σ旬、と裁判 J1成文堂、 20:日ムニ):2Hi--2ll 
f:U " 

山本t;{刊のねする「可υ、機|勾 I土、殺二三所のみならず、検察およぴ警察も

今、まれ心 こうした「可k筏河 の子此思万法 L十Hf失 J 亡、裁判)~1/1;l'1'J は筏巧エ

円!とロジ クでl:{:l_mされ七し，，(，のであるこ

け出具体的には 5条から21条までに Ii主μ、主主flj古伝 J が問われる まり の

類型が視にされてし 3ふ i列jλ(工、 14条は l事実，3Jび法律}技会、:φ退官(、 hLJ
L 裁判を行っ jc.'き:.1項 r返 9-~; ーより裁判の誤りをも f__ う L 、深刻な結

果を芯起した¥.き (ワ頃)を史的ゐ J

周，x;巾 l法案ェEl.'-;口市ij与1云;'{iFi，:家主芸"生 {臼法村会'1'古~L\号、長 J 法ャ 1997

二日社S8(2'S6.:.) li日i IlG 1 



.j， 
l州

議d-、法判点 f工布:jが追及するのは法制j宮のi副大J~(判の1-J為であ iる)J ' 。ドj

その役、~:t:'1;t市千刈，[信Jl\浜市でも H後じ，)荒むが設けられているけ:¥'1'，

口元

しか'.だからといっ亡、認('fl点じで制jがごれにι7ってイtわれらjLたわ

けではない。いjえば、~:H開.~:むの調丘;ーよると、 定基層裁判所 r
lよ1999イ1から正式に最高人民主1油剤の iJ ~甜*Y:んを Jノ二均し、 3 イ|あまれ

ぺだが、;罰法裁判!責任を されたのはノ)ずカ 1f干どけ¥いある c 誤判l

貞dJ不迫及されたのは、 Hり9年はなく、 20110年は 3件、 2001年は 5件で

あり、 2002年は 7月末まででわずか 2j牛であり、 3年あまりで計IS件し

か追及され ζおらず、 Lかも

l.~(.土併存してし三るのである c

を凡ぜている.1という J -;，:J*lj 

今は t-二l正実体的'1'1:，'夫の説内力、(:，誤

，'iJや認定Lてし ιるο ー最高人民裁判所の誤，'iJ追及の基準;止、千符を，コな

ft:si主とするものであり、これは存地の法ほと初i突するとこゥがあり、しか
も当F君主主口、はまだ ;~~1~であ i) 、本当;こ統一 1'i'0 に Xi:ふされていな~" ~ r 1 l' ，ぞ

し、つ r

1: 所長引責併任制 裁判所指→芸者 U)責任

前J}'{で論じた4うに、「史判責任予IJt土雫1'1'をすH717する放刊r::を上正や上
;i'&d&:判所:こ照会「るように!l向けるものであるが、これとは1引のベクト

ルで働く制民も、近年の司法以草」の 環として作られたu それは 'r汗

長・，=，lJ刈長引責主H1:引.1([院長、目)lj-eRヲ税制L ~:(I\ 刈長引責

貯が帝!]:と|呼ぶjである。

これは 最高ぷが2001~戸 11!J 7日い発ぺ[1.比行じた 'JJUJ各殺人民裁

および専門人民主主判所所長、毘lJrily長引貢辞f千規ノし L試行)J じより

年。丸~ i' '，t=i' 

l ?， R; 賀川開 E 資岩針案迫í-t:市111実際逆行状況探析」政法市i自L()()~''':-- 1即日1ft

1わ 「北京市古殺人民ij、院関於貫徹洛支え人民法定審i白人買追い審半1;亘任，:fl

ヲモ羽工法向、J実拍拘n則.1 (j99~!'(I:~;)J'~II; 1:3条 ι北尽Fir';o-J級人民法た・

前伺n じ14) ::!44-'34tn~:! 、潟北省武漢市J工寝 1，-<哉、 !I-~;"!) 裁'PI過d;'(，'0仔12及

暫浴規'主 CJ与究品(fU鈴rj~玄{[r-1'] fj;'l':鵠!'!l:J(2ω3年1[J 1" HljぷT) l()条 I}蓑J今
'L' . r.rJ ~詰fア -177-181肉、

:l/jll 賀?間竿同七j梶注(1:38) 15~頁r

:1'1牛 若4iyi法Z一錆;.f;i)己完嗣ljr苦汁析.1，)1凶司法200/:イ11)明:35t1s

I"J ~lìJ、 S8i2. 三似片 10日)
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コリl芝(じされたものであリ、 戦誌をう社たさず、または止しく米たさす、

業務上の庄々しい過ちがλ1 じ、または深刻な結果を;::，:::(~L l:. 1 湯舟lよ、

i白法的な桁済52刊を買う所長またはl九月所長が、斗}的;ニ;干iでになければ
ならないとする¥3粂j 具体的;P辻、 Jコ円、掲げる，1，(~の 'Fヨのひと

つが生じたときは l 日主的にc-r般をrp~ i-lJなければ主らなしミ I ， 
すなわち、，，})所高被判所において深刻なれiJ殺事l寸件が'1じ、と到来刊紙、

公共の利益;}5J: U人えた棋の1-;命+~:t，(正が沈滞，1，な損失を被り、または:O:-ë;;

)h な影響を芯起したとき、主ノ;vr高裁判 T~r お v' てその他の由々し ， 'm

ft. u、1t述!)止の用けが!j二じたにもかかわらす、それを して報干ヰセず、

または判官どを中ム、広々しき結果を打、起し、または官、試な影響を t投己し

たとき、 f号所属裁判所にお，'て、誠治または行状包Jf!11長務iこl弘、て主主管

を怠リ、重大事故または深刻な経済eSJ員災を芯$j~_ iーとさ、 :4:所長、[乱
巧Jくの職玲を引き続きw当すべき vじはないその他の事件、。)4とであζj

(rP]条fp当人

こう Lた要件の F"C:ffミー 1~;i];~;'長 l 責任を負わせることにつし、ては、

"拘ヌヨのL見定;土事実ー、所!司裁以lれ-;:1におけるノ1、正な裁以Ij、裁判;こよ11?

と2れu、について所長に百以均な支1工を伝うよ"〆疋めてし hる，、という

批判のJT7ウ f-.1J;コている。そのとめ、 l所長の命涯が事実人所属裁判l

iYrの事件の裁判!と: 定花生「あることは明川|々「ある u 事件のtlJiたの

呂し悪し[土、もはや判決を「した戎判官ひtりのこ l では在〈、所長も

これについて玄任を負わなければならない'1:-)υ そこで、所長 副「守

長はこうした託科支i，合込たすために a ある杭肢において、(慌のぷ担1

'j'i 九十する:司法的監督・ 1旨埋を強化することじなろう〈互主督.{[さ埋グ〉千

i技iよ若手f苛多慌であるが、最もニ嬰なものは、現在最も非難3れ1いる措

置、 1少j えばE三反則的長によるポ;tcJ)脊ノ才、市 ~:(jS な 1 ムツク、主主牝'::~ rfl~ 

の;主-~; F;旬、よJdIJ ~司会、規律検杏などずあろう JCムヘつまり、所長

142 313箆， ~件対{ヱ汁 ':1'門仁"げ |Jiλ記長;1共主〉 前;':1:'1-¥位、f経科i町三主主J1 去
と半:訂諭2~)()2/1'- 1:黙Li7自「

'c' 路川「試祈υ、院院長引位辞1，1:制l吃J rl: ド:~ t女U、 TIT~幹部学史学報2.UOワ年 3

悶 (C~託J)治問 f

川森力 Ilj!l司-p-;ìJ;~:fl:'干法相的研究 ヰ1 長円以 j;J~ メj Gl岳辞脱却Jノ~>J 杭 1:，去

り管到三ωコ年 1引にN)¥;; :~(j 司;

二日社S8(2'SSD)lC49 1121 
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づ lEミ ~y任者lが所長客官 7リペー法判委員会討議事JOノ it~ツ丹市i とな :'l 、 ~í 長・ I'i'ÎE

所長による裁判!の統制をぢ化するように判)11していると l、うのである。

そじて、 それはぬ判所と， ' つ司l士機構|人lにおいて所長俳人のじ孜前長

責任帝1:を推ifrしようとするものであり、このことは行政の千段τ寸心土機

喝を声援wJ;11寸することに"，~ ~~，、川 l と〉

なお、J-~f{ふ(jSな アついてl土次の 2パタ 二/ らiLーとし、る口己、

とつは、所長・川所長が4、規定と泊りに;;1職を巾しじはる場合ごある U 干

の勾イ，~ ~::t、「布、 i~ß梓fljl怪 1;誌をJ; -，る党委口会および卜殺人民裁iJiJi 1: M' 

iiitlll苅干与を1i手!Ji~~、 '1"t~，:H2:-が上級人民裁=TU;Qffと した上てその日戸、

を符/:):表、法宏子株 1こL色んして処JI;!する(5条Jこされてし日。もう

ひこつは、所長・ n社所長í)-;-~T職手トト-，山ない場合である、この場合は、「件

却特型経|うとを有する党委貝会がト殺人民裁判:V;'ど議議したトマそのH:意

を持た{麦、人ノ、または人ノ\hJ'~会に u、定 7 続に!開らしてm::免、同迭また

はι:;::J戒するよっ j，Jケネ亨る ( G条j とさ:(lているrかかる手続から、実

際に LJJ?i 同級克;妥員会が LJJ?i我'i:Ur1r と協議した lで、裁判Jn人事が進

んでvゐるにこ正カサEけで見えよう 'HG'

: 14，'，;弔民・前了司江 42) 1~~8 岡)烹力・ i斗卜 11聞も 'l是々の多くの j';Jn、の管

理缶、政策決疋主、 I，d法改革の唱泊~および7 スメァマィア l土、叫iJ~i:"J慢の υ ジゾ

ク}行政市iほのロジァクおよ rF'ti;)、常IJ:去のロンツタヂ全〈呉なる(.::1/'，う占を Eさ

くH 識しごいる:い と批判宇や また、張少司tェ「本規定i土、行政機関が峠ヘ

都人事制度 ~!l.. 争法イ L籾安，， 1 党 rric日.;:~~，弄干J~t~fH5)歪J友fニ用業祝日下Jニ条例 に基

つF台磯山た指斗ュ1(1~;幹 ií:j引去辞任市1， 1支の内.，(1 と本質;力に -r:~γ4 る 4、のであり、

il':(!(日七百理制度のレベ'"における改革措置であるJ とJe掃す足〔汀m、改革t
二三問題;j，¥!:，-， i)正r';!主用2{)(日午 i男ol頁い
1J6 イヘ千絞についグは主主1王および裁判!j'，引去に注反ししいるといそ批れがある

f蒔ノJ. luJ 上 3~:民参 :Ii.けいま F前者は、 ;t ホ(前j良参 :11.ベノ σ、ように、予1 長. i[;:: 

;町長の淫免 i之、 :~il;;"r_ -， 人べおよびIrrpト安会の専続守1JR とあるが、本氾ヌ[こで:ょ

|級裁判所がそれ(.~:司当ずる i--:.. '，'5れてしと占、および 1級裁判所の卜殺裁---'-..，.所

ぃ対一←る時 .j~;çは裁判業務につ，~(と司五じされ口市，とを指 L 口、るんま '+，-:(c主ff

:土、新裁判官まが l裁↑1育が目臓を求めるときは、本ヘカ書泊で田l請し、 1去

の氾める干柿 iこ :1\~Iづ，子の職務な解かなけ札ばならない.1illlil、3，長、現行

法39条;と 1ているiも拘λず、院戦中高Jシー>Jie山手強山jlj!~ているん、ふ折して

t '< ;~;吋

U:j ~lìJ、 S8i2. 三S8 ，1 1048
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6.3.3 まとめ

本hi:iでは裁判 uの身分が絞めて不T..止な1λ岱におかれていることを見

た。す1にわ t，6.:1，1ではたふうに、法規定とはい、裁判右の人事{立、

si:色斡出版引のj2iの卜で!えγ(lfjι寸ととも;一)字挺されてお;人 iljJjjI只
仏的事fIの判j災が究(および政府〕のお存1'1の万:IIIJに合致しなければ、

にその机1u:を)jt奪される巴れがJ市に存戸している"

また6.:1.2ではたようド、北、利支11制おぶび所長引宣E't1-]制により、
個々の担ぺ裁にIn主にとうては「ト i--iJJ の意~i-tiJ 1，二bこうことが、まー裁'Jjiji

指導:再仁ゃある所長・刈所長に;って i土、 部下 l であるj日当裁判'ITのj主

刊結果を行I牛ずる二とが保lJにザコながる引ii:fiみになノている c

ごのように、本阜で検討してきた認申J長は、裁判示?の目、千下としイ廿

れIWより、岩定Lご返送さrしごしミるのマある n

札4 政府と裁判所の関係

本土手ではこれまで、主;と裁'l'IJfYiの関係、 i級裁判)Irrと下級裁'l'IJfViの関

係、お47F裁判所内部における裁以Jj同f8存持 JJ裁判官の持骨子に焦点を合

わせ、 l裁判 出兵 J 存ょ;1;を検討してきたかL、 nr向|完の憲法規
定とは設11'互に、完走~とし亡、政!{f ~J d&.判所:こ指示を|、しているつ安際、

者支打においし裁判所、検察お );(f警察は党長員会お );(f政府の指揮?

に 11 走れていた (3. :i， 1 、しつ吻 2を~)!Ü. : 1'1';'，:')一帯、はが政i{Jと裁判所の聞に

は指導なし λしは↓の現'fはないとされているにも杓ら F、なぜ現実に

βいとは扶斗引が政何?の相r+j車i、;ニi苫かれるのか。

去の坦rtとLて(土、次のようなことが孝えりれるーま r、 11地の指導
有がよ"委員会であるとすれば、政よ:_t'~j~淳書 l であり、 jk判所を指

る;，場にあるとされていること¥いある c ぞれ:土、政;it首脳が記長;::[

会いおいてti<:J:;号記、ひい((まf長弓じをt日うている三とに表れぐいと"なーぜ

なり、「ねつま|川においては、|ぃドぷ~~I羽の指導与の桂成の円 JIl.f;が、

喝の機能の発祥に~þ'ii\に王者裂な烹$tおよび;巴刊fyjJを有する， l.;~，ノからで

l.J7 民事訴主におけるいわゆる 地五深長在宅義」の司認もその典型例でめるご

刊の 尚祈久，前掲?で(，6: ム ~ìl頁。なお、同i\"久 i， もちろ λ 、 lß(l íすが罰級人

民ゑ判;:11、人民枚築現1/)人可 .q苛を甘j:T[l_-t;~i ンスニムも、人民t比三ドUIリ;ヘコ人民

二日社S8(2'SSl)lC47 I eハl
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主F正t:サ首長につL-，て L与え 1:;:'、 l政府首脳:よ 般的に党委;.::l会翫当記

(党委員会丹市1も4レ数ながらある 原幻であ{る)」 J という桁拾

があるーそろであれば、政府IT長i土1，'抑制戸党の fンパ-2でもある丈め、

~-~組織(究グル プを通じとお存).tS 上ぴ~~:の土Hl"- ソ制人 iよ Xh絞:こ従い、

仏、数:土各教にiifい、ト紋l二一品えに1fiい、中7党はlパ央にや;ぅ により、

政府の 準指導者J とLての地;，1が保持されゐ :l:i-，-すなわち、む/J

1j政指尋u[;の 11械は通常、現地党委旦会のmiJ書記を兼汗しており、その

検察|尽の政Ilfl，:対する依ノjおよび政:1:J"の fドパンテ ジを形成しごいる丙

: 5 ~耳)とし、政府が人事および対7えを採コ工いることによるその;-;:響力 U)5IJ-、

さを否定しているわけきはないが、政;(;-と裁判断。);}j怖を沃定つけてv、るのは、

そオしムグ)'--~~内的不利にあるとする 二の/'¥::::'-j '"ミ亡、中IT，I，(':立一般的に、法判

所の l 人事・対政・物資」がj円殺の党委民会ゃJt:レJに卒JItされていると肉、及

型i~i- ~，i ニ 1しらに従反ィふさt，;を行ないマいわれプいる(告1:えは Jlミ出品 k三lル1;
「設当市政回実現 μj法正義的条fl 有 1::自作 J 法子計論199~1 干 1 }lgヮ3耳、 E京世世
前;司 (119;' 18長、 1 1'IJI';j. 前お j~t ~5 i! 121.f{などんしかし、経貨を Iかえ

iι方政射の財政支W(こより抜ッているのは裁判的だけではなく、尖l土史;委員会
も同憾である。すなわん 19合計l'llH22:JI司務院が発イ;:'. Hi2行L子、子世iJ"だ

弛条:y:j仁 4 -:1:こドよる r¥ 予主主ι人 k全国人J八三、 l日出年 3月:_;;?日採択、日開年:

1 J 1 1泊行!.1条:明石よぴ 5条 3J買が定める口官iこより託費を支;11~J てき f子

ぷ門 には I 政官糸1Y'~~J が-?t ま札るハつまり、]1;砕すとu、将費 J立 I'''if から1::討さ

れているのむある iHI下1，合「当代中[.Ji也り主i1ふ (Jt:京高等紋官出版社、 19:)4年j

:2i日頁l工、地ちt交付の主 ;+11j司司シして、「市 lに昔綾地方党15:;j司会のl/lwJJ淫'Ti

を挙(.)";0入しかし、党委員会が|弓j村地方政府に従属し亡いる Lしろこ

とは管見に rえばないハ :w-: じく経費を 1:， I;if:に依存:~-cいるかlつといずも、党安
門会と裁判Il:Iとは政貯との関係:ょ全く異なるべごう 1たことは、地方f村主党委
員たが管併行i7:パ脳内の人事や則吹を斗出Lているンステムじおいては当伐の

こ~: .:: 7fえうれるr そLててう「あω此l一、与F百るに機関のn長の党!な1/.ダl卜，y:件
国 ~~<::ðl:主1相互の関係に反咲されるのであろう c

11'-) 由新久悶 'u}_!-_l1:.i"0:

:1'叶コ 党規約10条 l りげとの l 党員桐人 iよ党の犯市GU二 1íË~ l、少数lよ多数に従しヘ

ト級桁織l主 総羽織に従U、全比谷中日織お土fF土立員l主J止の竺ド代京大会およ

び中央委t司会にltう 1 [:')る炉、日1.-:'ある、

1~ム山t，:久. HUt~ì:~と(，76) 114--115P:"ヘ

1211 ~lìJ、 S8i2. 三5t;)1046 
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ため、完AのJ弓二タ1 か~，見て、県長とよ1判所長のよτ殺の j"，立関係(主主追う 1

くもない， t 1.)2'，と c 孜ft古文が党主主_n会書記を兼任している場合につい
亡はし、うまごもなかλう。

実際、句、クラス J兄長口会の拘導者を足てみると、政府↓I長77亡u、クラス
~Lî':Ji :f~の同書記を兼任するのが通院〉なってし:るこの占:こっし:では、

1997erj-:: :]月時点におけゐ宵クラス J)政府主長、 Bヒ法妥 ni~

( hoL)長、高裁所長、高検検察長が、 23クラス党委民会にお， 'てとのよ

うなポス~， 1，二就，'てい主のかをまとめた去 6-9かう明らかである省

クヮス政府内長~~1名のうち、同級叩;1E民会存主が3名、 1"1同七千ヰ百己が27名

であるご二れに戸jし、 31名のρ'j:t長所長;止、いずれも同級党安員会常務姿

長会の委員で-9ーらないのごある ο そL-C、200G年時吉でもごつした状JJ4
に変化はなしぶ1~':~，'政府が「牟指与者」であれ、裁判.f!}j-がその1"j E'導」

を受ける立場にあるこ tJ土問らう"-("あ λ 与 l 1.~l ' 

このよ λにJよ判所はF!Z:f;fの1長卜とi"(i民づけ4れているが、実はそれだ

けごはなく、[公検法 L可)Jとい行目、[利、が示すように、は府の 業務部

F'lにすぎない警察{そしと戸Ji)、訂正1部F'J; ，1: lfil採に、裁以lれ-;:1はそのきた務

部門と哉されているこのことはJての指J両が端I';Sに干してν、よ弓す

なわf;，現在、安PE:こはr，;:史的沿争に某づき法自j;j'jf，'!おぶぴ機惜のラ

ンクにおい亡き級裁1:tliYT (土同級人民政府u) "̂i市内と同等担、ないしはそ

: 1 s:~ 完惇;J' JI; .医長軍 'Ai歪ワ:::;と革 法定出J肢現代化研究 I{'ま件 I_U ，~kt上、 ::l 州)

ザ) lS2~o 

1 ~)J ブヂオノレス編「中 Jrl組織 jjlj 人名;~~.I1 oe-/リ〆ワノング、主的6年 lへは

さ(，，?よると200ti{I'.11;叫 lj1恥了下、古クラス政府首抗日H〆!の介、;よ妥員iz吉:正代
理 i名、同訓告百戸知名であ心。なお、河北省有倹の;:.Jtu検察長は同設会安R
4E常務会長であ匂〔

1:-，1 現職検'~官はJXJ1ずと検予言C')r'(J f;y;-~こてJい1、IfキクフスiC:C吋グ)Iッブは洲肯

壬:~__ L'7勺;えの党委託:;~記号主任"こ1，3 り が:察jぷよド"クラス冗委員会的委員に

し刀4な 1)えF、誌が説奇m3卒しているのかは明らかであゐ」にm拾すゐ(=明
押・安紋「対中ヨ純計告:J;-~~:::::t，J 干J言内5考 l 甲匡検察i~論研究)!!Î ・中巨石1察官

協会結t 新世仇:検t~改革展望 苗屑::?:lt:検祭辺論{り|究イl公文集 (，→ヒオ検事

問版社、 200Cチf)163同人しか〕これまで論じ ζ主たょっに、 このよ~N:は!主主4

のみならず J&1'1;見守 i ーも z，~- 当する

二日社S8(2'SS:J)lC4S 1221 



.j， 
l州 口元

表6-9 省ケラス主要指導者の向級党委員会におけるポスト (1997年望月時点)

地ん
政 f可 lFZ:よ£ 些~ 'z吐F、 lロ 主主 l白後

芭長; '7r'~ 書日d 川 凸 J乏 川 同l長叫 't(，t察長

jl~，点 -j:-:!ム乙 司 抽出 対 マ長 I主~ 日高川| F JV持

ヲミ 芹 5.11'¥'1昌 もfがy 本|順 日J 句、 I; ，!II~ ，~， IJ ~b十tl:::っき 7五点\~"P

同 1ヒ 京主t.:: 民l 同1水J! 凶 Mプぃ;ιE;~主 !~T-I& tξ 話

1:1 山 T市、+人f同v 井、ヲb土 常 ヰ二C-L 本二瓦目、 "京

ヴ=、，-:'J;l-- 司刀 lJ ;"1 'Jち，1"t オ時 ，!-，!，~~T 巴l院 :jrt時J冷

ま 2 司 JJ.~宅
』

市1]悼 ポ〉ノl、諸 新，Ij干 イ匂ヰ争力

，'{ +1， r-::.Iニ" ;"1 Jl';'!L，r， ， 』と7}: r口 十ゐ康体 4三Ir.JIf:l:

l子iJ:i 357J下才才 七 土辿ザJ 除外7点 F守主1#. アノ1令長

t与 (;;~:+j巾 ;"1; Tノl半 吊 ヲリま討i J叶出f~ ')~;::r;，市

{棋 私吋r!'κ マ~ 千日:乾 ?百 でな明朝 告，，' セタ同法 訣1;1，'草

事政νl代l"，1 刈た苧 i'，，'[よ、手 '" 
回イ';1/" ç;~'+ 

~- jV， t，;鵠メー 彦主i出肘 市 j場U，'i"dii 告"， ~~.j::?汗 S)JJ亘

福建 負ト]う ;"1 首位、孫 ，時 1青山主 M' 方官川 ~j~立 d

ドl 針聖祐 ，'J/ 〆 官勺μ、、 バ1コ J姦]F 宇7ゑ均i 悶tl;-'tt;'

川三巨 宇:-佐一イ if>1 張忠 l' "'1'; 間新7 弓0.，'今イ、 ι1--1'1 
i'r.; 1+ 号手ぺ こ当:1詩茂 百 イベ iV;)~ 寸註J'e ?一千円式

:JJ jヒ 待相ムド E '1' ~ J米干し 持寸h 3剖うtク'1 古 _e}:::-t !t 開i/t:器、

間 'I~. 75司王午 宇;1{;尚 字)1;'、街 :骨ill'i'P< 扶ち寄神

以来 直同事 長l FVTR 1川 1 公宅f
ι 

戸州iマよ"F'必
.，~ 

+欠 t~，拘ι"ー 一 1詰

F;' 1ft.; l点心似 "，1 j足下草 喧んな壬t よIよ斗hムr入 キ家 11も

河市 1氾苛号上I 三車 l子 ;'1 市市 胡右半 E習フド 誕百甲!~

l青島 訪沖J青 ".1 Fin:.ノ子 げ品-ド l~ i-f; 世笠間 夕、f二時

l'可 1; 宗主瑞 長引 l景栄
山 巾十

ど l生 出，-νム凡拾，

白川u J;_:，亦iJ 明ι市 1¥ j会任理 -日j 川M 吠τ今 1':8ι志
品市 和士£ AI: t-!t~.長 寸市与 、匂氷結 郎印l教 利l占;"J

子二J、Z;;、 1.'円耕作 :y:， I}<. TJ 子山 l' :"-" ム守11"
以山 在主ホL U 持ダ可 喧央J民 L寸3l}4己 '~'''' 人L旦L 

:1 r" 品)~ 記 マ弘司長特: 副 r干JI:;;1) +十仕入 -，，.i山古必ニユL

ff i-:，j 白岩工 お眼1i!1; T己主体 ;，:J1守口 刻地

半度 1'1 ，'， I~~ "，1 てFfLi:-t 府l町苅 7，;';試情 間以l円

ルjノヘオヰセ e
都t県可:旬ス

旧l民託。
~T t:: 但

，"リ r、 tl;'~，泊之
if>1 李道土 市 京弁明

立王子甘

i':'rrf'l， :士察'T句 ~d._ ~-j いてほ打、佳作:-.tム 99i:5 j. l29è~ーム沢市民長谷m;， ~_ /.、 ο た円L、}

のデ タ(二 l~;UI:[S:::月引 11 叶 rト Jうもの 7 ある(をれ以外L つu ては }<;6 - :と::'0二
ネ 危lは匂 Y〆スJllr))党去民たとのィ定時中芳:味l、、ljh安現Rにおける ，~~ ，土問，!;τ己主 「刊;一
ば 1，副書記缶、 F常 "τ1，，:常刊苦田をね仁な五書~Uすよび亘書記)之常F必ずき Rでふる
はァ氏一えヘむしである
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のものとされている( 全出t延子守育{三十:)物こお、:て、長l病幸占dの拍手
機?帝京任者1)1[[肢をギUr-守る資料におい亡、そのうち市党委口会、市人

大、"政府、山政治tbtr首会;足、 dl規律検杏妥長会の去作者を高J1介し終点

た後l二「市孜府各機構責任者(1);;Ij分予よ与やく~--f千T高級人民裁判町長」

の名古をnにすることができるのであ，')、これはまι:こぷ判所をr-;-1;~;Iz IE5z 
l奇の ，j!{J-;_l~j三品川、 内設機構こ Lてし hるのではないかワ'，1::;"ノ、と u また、

19例年初恋lこ凶1:1省の 部の基!苫裁所長を対象として行った l'ア1jLグ

~!iíJW においにある所長は 山|ド|の現行制度にお，'て、裁にiJJ-vfの業務は

現実的であり、 4出に存主に了目?と戸jかつて斜許しなければなられ裁とIj所

以客凱l切に見て党委員会ーや政府の 諸諸ぷl-i~となっていゐ lζIJ 露した

とし、つ

そして、警察・検察・裁判fVj'O)見守f，においては、裁判:"if;'カ撃事支を0)情?

tなる二台がj詰fiC炉なって vミる、 :っし;土政口、13員会UJf了干てによるもので

ある r というのは、警察のト yつf':lJ"ifi法委員会の書記ャ図書記を就任し

た場介、政法会員会指導者として裁、i'iJIrfキ指導 fるイ/場にあるからであ

る{むんんその)1:もあり F尋るが).すなわち、 'iJlイL、少なくヨいj血方的

uiよ妥書記が讐察の玉県指導者を兼任することが慣例となっている.?

のため、 ?警F察察一 iは立 3 十椛忠|問争勾j の花 i~i~ I尚刷長対l 好係ミを J処~.J科瑚与型!宇る陪際fに二主の牙分を搾ずる iι 
一

導的地tも、;，べ;、 ，jうている 1:立件長員会が校法機切手豆長指揮することによ

:)、;まレんどの.Lg'会:こ <13 し円、警~~fがその他の術協の上 1こ立っこレになる

7)二いある υ 改話、妥μf、 1)決\cに従うことはJ支質的にはで←祭の決J1~:こfif:う

ことであり、 、検察院はこのため竺祭ヰ席停することがとミないれ

筆者は調査中、多くの人々が主主祭主裁判所、 F貨当4院の i級機関である jこ

づち λでν、ることに気ついとl このジョークはおそらく

あるの℃あろう:1 S7と口

1'-- 金決成 rtt_~:，仁社会 L義 rt 掲示~i2r i人制;IQi;JJ-~k-; 

j直IIJ1 DI)1I: 11期 (CD;;fi.) 7自「

1日方衛氏寺岡おHこ注(I52.) lö:~頁、

;問炉、が

ーム礼t
H~ 

I川i日5一r行15奈;長ミU雌手 . 前掲Y己ム \情81わ:3訪8~同司一 tむ心甘刊1久も 「め長t祭のb了一正孜(，註iJμえむJ刀かゴ、岸鼠;長t員王f会7汀z孜Zl'注主
委民会宅害空戸記己をす味t千仔モ

lドごパ J ア一ン f弁'j抱弘 1得与一ヲヲるニとになさ}リ」と Jお三注{折荷一すヲる~ :州日山|ι:剥刻守可i久 古計守午弘匂主"ノ州1l~、，-~三毛，)
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4人 I;Z~ に、特クフス iこ <r-::> しに、(主

.j， 
l州 口元

a 庁長がIr;zij~委員会書記炉なるこ

とが多いじ J、()----18は、古クラス改話、妥μif、書記の~-;-;で、~'T末時 I.Ï

にJ五v、てき:，祭‘検察・よ;と判所・司法行政機関の庁「見、i 長、検察長、所

長な vゐしは完;吉日己を兼f千していた者。) 覧表である(お)OG年の子ータ(土

li] 月1';日時点のものH

本iこ7戸らす](ノかなょっに、ほとんどの省、じ治tベおよびi古ihh了t=rにおし、

てj氏、ま委員会主I記 し?とし、るCワ ( hoL)長である J ぞlて?

うしたJ;';台、警察予詩;"IJiノ1の日 F すつことなるのはいうまでもない0

1['に(土、下有林宥内清水育、 il 蘇肖のごい明王庁、下記述省のEt花'-~肩ほとのよう

に :01利党委長会のj芳務委 ~-:-:1 を京れしている者も f; ~)、大~-市の米半耳1，に

::rって;止同級党~~A会の ;'íl;-l'号討を萩任している"山し

以 C，のように、 1'1本側議の構成総i立において、裁 11F1rの池fずは 汗l可
:;L (j)建前丹は穴な t人 I"J絞政I{の格下であるばかりか、業務部円台1"17'1

に汲われ、きらには業務部P1のお草川二入るここ dーらある。こう[た政

府にんjする裁判所の地fu宇規定しているのは、各機関の 1']長の党r'Jの序
列である l.:，9: Ij かも、政府 !ν1Jミ7J.qj司王:&託委員会の問書記を:r:Gうのは同

日i:lヒされた三j式ごあ 1') <三いうよりも、)t':妥長会のTンパー 2、なしし

はトップが政府首長のポストに就くこぷ現L/:.)jーがより泡切であろう人

したがって、政府が「i季折導者ーとして教'l-t，Yr争指導する ¥'fJ品lあ1;，
とも出í_~-1L ぎれているといえよう n

なお、 ゐエフ、 j， /;:-分iF〈する、、と市内需の寺 Lを{去に4ι
い公 I1ーに処珂できない、またはセク~-r者に品1 りやすいと，う:.::/げ)坪白から、

円改の ;il1:ι、指導者」は政叫、委民会主吉L:を主任すべ主ではな uと"寸批判もあ
る(林中議・[向指 j~ 犯 J 1十 -:S只安出!，冗もこっ 1，.fょ同胞があることに丸

ついており、 1合99f引には'1'共1 央「政{.!、沖お1:序列の建ぷをさらに沼化すること

に|せする決疋イロ 15，' 1) を !:1，し、「各矧z 1Ft:~三委員公円高記l土、[riJ般党委員会

常務委員がJ日当しなければならず、陣、日とし ι 同絞りその他の政法部門。〉什-;~

内戦/作ル11d千Lζ;よならなLミ」と指ノj、!た J しかし、現実は ;~J.、下 lご見るとか Vj

であと'"

l~x; 1997年分月11.]'凸、で、 :H名v、る再祭庁ヘ局j長のハち、 fE主民公比古記ま

たは市総妥民を兼任してL、るι;二11ずlいる I，-:T三G----<3安照，
I ~ -"なお、行政クラス「行政絞SIJ:のソンクイJにョると、裁判所!;:;:iilJi:i)k政If.j
よりもドタフス下の;五l不快問とが古うけらわ、いる} このことは、「現守、 111'，

l2fi.l ~lì.t;S只 í2 寸S~)1()4Z
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議 6-10 省フラス政法委員会讐記のr，立法部門J首長兼任状況(1岳部-2006年)

氏名 川町械悶|政ì~L ;01 荒ド
出少 ?皆 1'1J 川ω 川。ο ω 
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内象台 り称牛 ?得寸自己 日円 07 92-(:J "円 9

j史小 Tlli:冗 n三 n: ---U6 U 1 
ム川7ヲト日 生全 !Jι 昔日 ~;ê ---uo 9行日;.¥:

ョ 林 品文平合 l主主 11日 %:'12-()日
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本 i: 苔 04 川 U.J-出
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禁日緊警 199-;'(i!(古川|位制
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県土l刊

fムポj，1 S'o明引

古河 l' 支，(11，刺l
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安 i紋日U!Ji市'.!-!!

士費主正十:枯k l l 

↑u 辿
告白悩叶

;:1 京 ，'j，A円許1千 J 
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0ν 

ι
校

長J雌ー一マ
ボ
川工

4。υ
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H

コ

9

川

出

則

的
川
四

日

9

竿

世

営 1 ~JB ひげ (!(; 引け 燕:l:lJ-92 
，成 I 山口710U-:!7

苦 1SJU-:l7れ ω191-971 乙川 ， 1 雪|叩 S，:7 : 

後 19:5---<i1:卜|桜松野 I:J:i出:(;:1仁川 ID:iり 1
(ロ C61 U6 

究司書 1U.t 06: 凶 106 警 1 ()fぅ

警19f.i :，}1♂叩197 C'l:政丙|ゾ、洪此雪 :1:) ! C:; 0(; 1 0 

市|郡川法 l栽 1~lU叩淀川:1.'-~-9コ l 青荷|巴:1人曽|山:!'-!ql)-:J-11 T:::-~>: 

I 11制下;警 ICJO-01:9r'引|同日軍立|ぢ間性宅 10，';市;開制 09-0:

山北|測計L 告 19J---T;白山|リ ---:'7刊訂 1，主号明笠|り(:;----u')印刷 Ui)---(Y'

地円""レ， ，号 1CJg---'，11υ 氾 Il1

.':j仏 2()(j) '1までは， i:~. ，q[/I--:I:~ ，各勺 1主版「行、斗 i"i'[)( 、 l吉町市政干L~1~r c; j;i才了間品r，負貫人
下半 l 参出η りn(J(-i年1，::>礼、一，tノデよ レス編 1]'1-;"1粁ぷ'~Ij人々"舟ー (1、;， --.ンデイ

グ、 :，~()'~'i.: 千
舟 ;:'1'のi'-----.:. t:，= i) 町 1 i-1!I'まとれぐれの段f子矧 t~j 十指し、若 1二引 i月JIユ肘 )I'~f忍 l犯に川、1:".J0:i.!;:('見合
ま萩↑壬L/:tt'J:比'，l;fiす)

h各紙百jυ、従胡l土行政クラスに才JL、てし γれもi叶紙ク〉行d立法院上りも十クうス

'Ill:'，.、 県長以11'処クラス、保抜+'J戸T長l土U;，.処クラス、市長iJ:τ同クラス、 1 主主
所Ed:凶UI弓クラス、 jヰ」、(エ止旬、ク予ス、1;; 7& 与l"l~¥土品名クラスなたぐある張

f.'!-J以等.tj:: Jt;;:十 (28).3S---39J:f (iþ街 F' 胡夏石k-~P、筆けと t 、う抗摘からろうミ

;j{ ;.ょうーまた、宇々日くなるか、 1何十}去三日月 1Fじ山された中央中央緋公I~ 

I地)J各級武汁所明察院の宇部配靖ふ強化するニこに闘する通知」も、設tU
) D~'長の íJ政クラスをl<';'Z，i'了汀長何千クラス Ftする， f司えl工、有クラスであるな

ん(工、有政府邑i、が街ぷクラスで、荷主!(rYil¥が戸 j引に:;-~/ス ζ なゐっしかし本

文で指摘したように、マ;!t土!こJ土井純河内去の党内!日:1により、十五Y主のト7潟f，f，

!'J{iJと9"ら 1

二日社58(2' ssJ lC4l 12GI 



.j， 
l州 口元

そLて、こっ Lた指導芦 の地i立にあるJIy'lu(主、指導者である託

会，:;:tとともに、管桁丸lJ，.lii主のifアム:につい亡責任を負わなければならない

と;i:;.tしているつすなわち、:-;， ~}~ t [会治安行1委員会「千|会治安総行

対奈川動:ぉ¥'て「辰粒治理J)民則や実施すること仁関する坦シC(;~thì 

usド)]'r 12月お日，:t;，いμ、各級克A委員会お cζ(y'f!，(、吋iよ管轄地域の社会
;守交の維持に牛'}1:IY0 な責ダーを負い、 H~，!J或;こぉ l 了る壮士、;十ム総合 kT策N;'

効トついて:CTTI的真紅をf買うとしたのなお、 1979年の全国郊1:1治安会百五

1， ~~j3v:"-C治安自信を 1 ， 1 らなければ「党および政府の胤浮慨を~:J とされる

としもう されたように(:~.;::. 1 、4、規定以前においてもタ;云

長会および政府が行特地l戒の jtY!iについて責イ1 を I'~] われなかったわりで

はなかろう U

実|色、に絞れにおいては、初jえばt賄~I: ~コソ\:iîì中市では、「数年来、わが市

における各 J i丁討においては、 '5'~: およぴ収作JÛ)主要 j盲導主が全体

的ご責任を円い、分t1t8存者が当該部分についてご責任を円い、 E立法委員会
が実際!の責任[実責;キ臼iい、政法各部門は各々の戟去を果たL、各々

1=つ， 'て責任を負い、持車部:n刀、柏市的に協力し、 iC::i)、警察砕背:;.警察
ミ王力軍を!Hν¥広範なた辞:が続短|市にt;守する闘+1の1，づ甜をJιukし

ている'，16~，という， .uj乙判所の '1勃き l古川、 i缶、であれば、ぷ判所のみ

なわず、党長員会 ';;:'J改汗も I ;むとして責任事問われるの fある u あ

たかも各地方ブロ Jクが一組織tなって当地の治安維ιを請け負，，てい
るかの桜中日を乏してLλる(この点についてiよ次vIJで改めて検討するん

ず〆亡、政y付はこうした 点任」ヰ;:*たすために、「ヰ行再者」とし仁

栽PIJriir(，'f~ ，j、を I'--;r，この準J斡導者 の-Jfiノj、をい保するものは、指導

有の指ノJ三を担保すぶものけ2Jじであぶすなわち、人事t財政である J日"

人市については、 6.3.1で十でに検討した内符こ市場するため、ここで

l刊誌ィi-lミ見l j J、下の内'l"c(，，~ついては、手話祈下ヰ卦 l何事政宗有1 革路 1問主主』

(，:)ゴラω版社、:D96イ 1~3--12/1 自会参!也しれ
1"; リ1.脊__ 1fr 依打"院 ;fl--~~"7:::別問題」ヘ民公安 199 ;=jiE，H，却J ¥c[)収J日2玄L

日目 i;およ判冴k:二!fo(+県j年長員会から fcをもらうために70%の:;:;4力を怯わ
なければ士らない という指摘が小すように、当然の L二とながム山政も }~の

にF，:~する ("';:-L'I" ，訪日 01JJ 中外 it:一子山問主 4 問)~fi.) ， 

1271 ~lìJ、 S8i2. 三日片 1040
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(;.ti寺町する n 以下では対JIý.に焦点を合わーl~，てみぐいこう n

J主不機関 7)下活案編成lよ政府の職務ーごあり (意 j;su条 5号、地点組織

;士五Q条5号)、「ゴ，HIJ焚喝の経費は行政機誌のH政部門;こより竺握戸れ、

その人民編成l土、 IIIJ*!'Z1-l政機関締切j長口会;より決2乙支1.1.、その設慌お

上ひ後主iJO)似|注!よ、行政絞構の関辺部，")が担当し、ま丈は協力する Jよ:，:'j り

そして "tH にぷいとは、 ~ht~t革が声高にE ↓ばれる f)i 、行政lこ 4 る裁判l

lこもJしずる干i~~:~ ノ地方 1!!l説;支の根J原 161 として、 裁判司干の羽 lL(ヌ山 1宇

件処理経費、給与 制利、 lt設資金などを含む 原文}は政府しつ!(~己

に月ほしてお:)、このことは政f{が裁判所のよ丸三fjの必立:こ I-沙寸る脅迫f

Jえとな'-)ている (11ス二とが初J'fJされている。

表6-11 江西省裁判所の収支状況 (1997-2000年)単位万元

JI~ 入 x 
午 |子以外 叶政 行代 業ザ〆JラリロI 基 礎

|江支

収入 人出
子千 戸l 人f"':t!(

押 11'.' H 二&'
~τc 、

|じっ7 I ::':~Cl!‘ I1 七--1-.~I . ~ Id'/~):.2: ';:，'/1'，‘y ;也~)G. J 込~)，(6 ，¥) '!uぷ26‘'J 2U'，--1-.S 

199f "ヲ|日開日 7~;口9. 。 ?:)，J?';". :-)927ι ，:S<if.。，7S:=;.9 :'¥8';"0.:".1 ?:=;円:P.;; ::'¥ヨ1.7 
]1'日':.::;:;)72(i.'j 261;8~J. 7 :相16.8: ~，，\;21 .1; 260F.，1 :み756，，) : 2ij 1(1(). 7 '-:¥11 

2(A;C 11:;1[<~"9: l:i(;n‘が 2rif)5G. i' : 1L:U.:1: "'j'il，)().fi 11，)218. ']: 10':'1.;; : 3i'95:;‘7 1Wi 

tu共 日平;''1バ 止措玲'1;九」科区以何"1:匙此勺本 'j}ll，古学 ):，1礼法比必詰叫:iY，γ吉山羽合了社主旨」
人l人j 日;:、フr.C~1イ汚凶1:':l7:n

*SOOl，隼 I ，~:ì，よ 'r~ へ合 1、 f，;-';:: れ:九、 X，

しかも a 及、~.ìJnJI' の経費は;井沢ところか、 ;f，';字というのが現状ごある。

例えば198~年 SR31Hlt最高裁および財政;ぷが連名で出した 人天栽 'IJ

::!Jiの栄治手正予1，，~問題を適切に解決するこノ:こ関する通 jr j には、 l一部

内J;!s肩人氏裁判所の経費;土依然としてJ主主代泊、 1)、令:足りておらず、
l'fの経費を11ド， 1I、ひいごはよ;:午でi吏い刻っ亡しまニと三ろもある」

とL うi牛がある こうした状況は今ほでも変わっていなしL このことを

のが、 Y 凶省のム裁判所の I99'?-fT から :~OOC ，fT までの収支状μをまと

1 r:. ~i 禦且1-~ .弓小ギ「人jJfi主引制実垢世間反 :IIJ 民ニ寺 J 法宇 ι入均0 干~~ !u月IIJ白c

'前;弓;-;7 (94) 1'1-3封。IH 

(1(;':' 張慾等 e前拘河川)) 24ぉj"[，

二日社S8(2'S4D)li).'J，9 1221 



めた表6-11である ρ
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このよろに、江西自の裁判所は+咋と Lて赤，iが続いており、財政支

山どは人1'1'雪をぬうのが精 村、であり、 lr~..h にょっとは給与の心払いす

りあるとい与 1川 U

そ~ ~('、こう L たノム行こ iよ戸J も J工両信に íJ( っとこ〆ではない“〉人fl

費をi司に挙げれば、 ;-2U以内だけで、ノ十|主|の裁判所における裁判'(1'およ

びをの他の職員の未払いうよ給与は4.7億ア[に注し fた)J附という 1.

h がって、裁にiJJ-fJr :.しては 4 り多くの-~詳をとりつけ、もjjF主文人の拡大

企 i亙ることが，z:.*n となる n むのん、最終的:こ l 対布の紐 j を }f+~ っている

のは党委員会であるが、裁判所 J二とぺて、具トド(iむな下坪配分を守支する

政府の泌轡万本医促するごとはできな"':，をのため、「 重の~，誠

ラインレ地hノロック )(})[f)jO)トで、日j法権が:1、ri:ご宅むきないと

きの最高文i'IA0な料呆l上、大体において地方権力の烹なに従わざるを釘ない

というものである 裁判所のロ幹部ー 全tj，c乃衣食イIと交活の

古住をf;う)Y~ 云 . t~BJ リ1 云じとって、 ~->Î:5:t~~; キ失う l ことは此司l' なことご

あり、餓死するかどうかこそが大問題であるー聞にいう l:陥.，て

し h ると~" ~.] ， 

1山 ;-2000'午末ま?に、全 iぎの112の裁判所(専門裁日r~T を合ま宏、什 '1' 、約

与〆，;.tf，いの裁判所は"7あり、 t>i:判所総数(J)7i.(i8討である そのつも、各神の

た3町、「当が++1、し!のJ主千;jfifU::i7あり、総数 (i)侃 i~% である、基本給も出助、

役職手当もヰミ:flいの裁判げは[0あり、総数cn8.9%と?あるl 三ら(は 郊の双

山!?fI7はi宝杭れ<;-J.j!!河去のみ支給し、給与を土衿Lない恥象41干下{Iしている戸
全高の裁判j~i で給 Ij 宋払;..，)\、数 lょ出 :16人に注し、求払し 4品川組はは!-)8万兄{こしる

fカノゴ内は原文)という廿様である とりわけ深刻なのは&居裁であり、 lCU

あるた)~if-xのう ι.1f'，1もな業務の !æ叫に J王りる /.:I'J 経 J訟が :XI-f1r さオしているのは

り%L7トごといというけ ';'.i~ .J'~ ・張勇ぬ「法たr世保障問題初完桁与拭考 江

田法l前経費以附情ÓT~訓告hRi:~r I人民【-Ji云2001/f8刻37J1)" 
1('; J:.ffl.'.醇i.Lutミ手議えの術集計コメン!、よると 公凶の裁判!りとJI:較する

ノ、ン r~u)状況はJJ:l.~8!:.:の品主ら F 、さら:は一定の凸 j，， 1ふ子1 する ま士、

主主平!J!!jiの財政司E室内足状につし Iては、ーと止草，1['r中居の裁判 :)1の財政的視総にコ

， '亡 ん内法叫「究61号 (2町11ifJ 154~'以、多国

"情 l司ヨ索・前掲~J (48) 4買い

，1(<1 首長f方 刊l'1、改主中 i拘ト下級~.:L、院悶係」 μ、学19民年日 以4日間

l2~J .1 ~lìJ、 S8i2. 三48 )l()羽
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8ョ5 構造の全体像

本r;'I.におけるこれまでの検討を要約すると、裁判所は政府、さらには

き祭や司法行政寺f>rうなどの政府業務部河こ同仁¥、 f-~\~I 者リム判所にワ
いては党委只会、政ィ王長只会、政府:')の指揮命令 l、;必ると v、うことに

なるf 現也、依然とし、少なくない人がよ1判所と行政機関を日Js執行
機関]と:11'び、裁判所を党委只会ヤ政府の 部局とみなし lている)11山 l

とし、うおも削主、裁判所の?うした位向づけをイ'jJりもWJ従ト物語コずい

上うー裁判 'iff(，土政府業務ì;;-r~~9 と li じく、党委長会および政府の指拝。〉ト

を宅1¥1丁する1;昼間 ::=jv;，zとされているのじある:1 ~ ~そして、こう
した 自:上 l主の指ノj、の実効恒をix字的にj，j1"するものが、 r''ft'fl.Jであ

ることは光述のとおじである(政刈千J仁ついずは前々的、 URすについて

は日;J~口ささlE}3

以上のょっな 及判 道具 J 存;五を定式化す h:工、¥1)責任を採fr(:-し

た純力小分の三、ヒエヲ}レピャ指迄こ ρ うごとがでさると考去る c 九ヨt

-下の順lその;λnトキ敷石17L ~う、 ま c責任宇介とした」とは、出

切具'it、 fドJ事什の王草刈を也う裁判官はもどぷり、それに j'ë-~J、を「すパワー

を有する、き裁判'n所属裁判所の指導者層(オ犬、副所長、逆長、自信

長ぶよびぷ]1ず委員会j、 | 所、同級政H守、同汲党委員会にも相応

の責任が表されていることキおすu うま t)，;< .~L ラル υ ーの稀"主要素全

て詩、パワ にI心じた責任を負，，ているのであるーを Lて、その責任は

ヰJ ラルヒーの上f行者に土JL亡負うものである。次 I ilUJ不分!と

l手、必判所に51九つけていえば a 司法が行政から分以じていないこと、

つま :1裁刊行が粟れ寸、之さ 裁判J こvゐ γt:IJ去、手 l政;一解引lされている

こy を拾すハこのことは端的に、 J主主iJ(I){工Hi均百家 '1 的の手五杯的 Jよ~~f;1，2-: 

li'(I手不武「ほ化行政113J3 法内改革自主必由と許←一一見方:、改革JJ!，行法院行Jj(

f己主f到'木市un<;j:;五点14考」訂正文王、21州 i年九矧 (CNK!】 市長 J

l:-' そ Lてこりここはまた、小 11芳んがmi間 Ll ように、 ~ji.'l' l; 所的イド !'J 刀干子

成ム質的:区別されて'，'ないこ》を!OPA;j一る(小口・前掲注¥l日L 44頁)，二

」でいう長rU;1i'J)1c屈には、"，注行政的な作同のみなりず、民法作同 11乙プーも

含まれるcこのことはG<)でTj証言Jした立、l'jZ:;;;定形成フ竹中ス己点、ノj寸る日怜IJ!女、

および前九七と明りかにじた厳HO;~長肢がイ吋よりも立11主主に物自FJJ ている

二日社S8(2'S4I)lC>，7 1.:)，1)] 
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されている点に表れている 技後に、必 l ピコラノレヒー総近J炉l土、民

liWな上 l、関係の序列ができあが〉てお:)、上t，(者!よ l、{_\~~背に JJ '-て l-R

イて」にちじたバ lト令jすら、半J売:-fに， 'は法的に、 m示を F~:[るとい

'iこと勺:7&)るコ

そしてこうした持活は、すt'Hn什出馬したように、あたかも兄委員会を
l~ ，i阜ずとし、政n~すを「学7均等者，コとする芥地与ブU ソクが 瓶事古=

なって当地の治安*iHきを面白:1負コずし、るかの絵日ヰニ旦しずいる士でP寺徴

的である l川。 'ivllえば、ぞI会治安松台対策におい「採111され丈 C，民地特

]市 J!44則をjヒ京lにき ζはめて考える〉、ぷこのようになろうします、北

点、市(省クラス(7)党委 ~-:-:1会および政府u 、北京7千了士体のd{，〆について

由、任を負うここ仁なゐu 次仁、例え(-:f北京diの1['特区である海必区 (W日ー

アラス)のみ委口会および政府は、北京市 iち 7万三 :;{Ij~ r))治安につい℃責i+

を負う二台になる。そして、各級J&判所はrf-;';:%1% }~;:f:貝会お上 fF政府(/)指

示に従い行動するのであるが、 {ilTかi甘:認が生じたとさは、裁判所が責任

や伝わなければなっ与いだけではなく、同級王;会員会および政府もその

(;'T告に7ずして責任を食わまければならない、丈一

また己(前Îi1J多目立}のよ与に、湖北省非，)沙了行で:止 u;;;<.打に I;;;-~ :...~て、

および政府の}.要f白河者が金付的責任を負い、分相f白河fTが当該部分に

ついて三者仔~:.. ~~，\成作長員会が実際!の責任歩白い、政渋各市門は各々

のJ椛責を長ア:し、各々につしーと責任を白川)J Lされた J これも上と

H主主の II~ß""二いあると l 、え")

点刊を4草子「とした桧カィ、分のヒヱラ Jレヒ 綜i去において、必判所には

イン:おける J~す者 u 絞殺判li1í) と地んブロック l おける LIす首

員会.rilJ政法委員会 Fjh':f) がいる。どが、五|裂の支{工会担

170_:' 1:;河では 牧山，-党主 lli:、こ政11寸の指浮の FJ[t，::を、政府ぱJ筒存下]

や「党およヴl[，iU守の指キ:(;: L完:↓ó;:~長引J !いった子三涜が刷 v、られる J こ与〕

た支[Eは党委員会と政川 r)1則Aぷおよび;:nj持のfす置づけ付行!草社と l準7行導者"

ギトLz::卦Lていると v スょう J

l~3' 告代の放判市II}支が"占負」町Jであったと 1 ゐ叫究と L て、|判希望『涜 í-t

州以南~Fl刑'l'審判市 g.[及川Jr~ ¥台北賞立'rH坂庁、 1982京)ω頁がある(["1'1" 

叶Jlと表現ずゐJ

I:ul ~lìJ、 S8i2. 三4(;)10お
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の形態からいλ;工、ます地方ブロソクの上位有に対して Eピ工 わなけ

ればならな l市粍みになっている乃℃ある U このことはまと、人事・財

政以志のあり hこも吻ff!〆ていようっ

ぷJ，jを貯まえて、 地〆りプロソクドおけるえ.ICI'~と機項目関係を概念

:zJ1としたものが凶バ 1である f オr:;g;-rノJ';-j各地方ブロックの枝み甫な

りに f.~! 、 裁判 )j"l--~ ，荷j完治、 if~bにされていると芯えられる口

図6-1 地方ブ口ッウにおける党・国家機関の「謝事

植察

f呈E訴)

党委員会

訟法書員会

大 Y

l:52J| 

ー一一←一一一一一一一「
ι」 工廿

裁判所

(裁判)

キなお、政l去十ポ式毛主門会二 郎註なコ-r，-'，，~グ)i立 政l什口J交のほと とが引委間会書Uない
べ止I"IIJ主主ポス iに坑也ミていYへこ r から 向背子市去り合 rパしみ二 1~' ;え映.t.?llわれ
あG

それごは、裁判所のがtラインにおける|何者、すなわ九 i級主I(j町月;と

の号51係をとう ;5'えたら上いのであろうかι これついては4.4で検討L

た:;-1J怜1:リげの管内1売存率f'I(l)終経治参考になる〉すなわち、対 ~/IIJ'?長 i住

iメグ察は検察に本汗彼非人の土を請求したが、検察はこれを釘 1、し

たっぎ守きは後苛守の判j何?にIJIiさずも再読宇治辻、したが、再びi止けられた。

そこで警察、検察はそれぞ才Lにト殺Aì;;-r~~9 に禄告し、その結果、省政法委

H玉川吉本れのために会誌を関紙L、そこで高裁が最高J;J<:tこ間会 jること

が決められた。~~~クラスなどでどのような必経を経て l 級品名門に議告し

たのかは定かごはない♂、常クラスiこl弘、ては、:攻I士会長会がき了察・検

祭・裁 11) 所を集めて:と~iÕ義を問 uミたが、そこで決着がワかなか〆リーため、

品 Lて敢戸言及iこ究会するよう指ノρ したのであった。つま t人まず

二日社58(2' 54;}) lC>，5 |むl
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地万ブロ/7で解決をポみ、 ごれが米1::.ーl~. なか) 1::.から上級品L判円!，に出

会したのである c

このことは、計央政法主主同会;ニ長年骨を Eいた材、巾梁の次の桁梢から

も11宰訟でき心 u すなわ九、いわゆ心「党内lj1件調整会」において、「参

加高円共通言f，~'~;cなったJ主兄、または少なくとも若手数1'1の正Lぃ忍見、
もしくは少数魚 lii;ゐであゐが:1しし A ものをまとめ、議長 l 政iJ、委~-{会 J) 当

記、 iil]再記、手同長または日判事務""長が務めるのが泊例)の調些泣

~月を経亡、最後 i 大多殺の Jd与をとりつける」 また、統一三鮮を形成

できないときは、上級の政;J、~H 会や政位、吉C[IIJ に指示を仰しをだ h 、1"1級

投法部門;二対して|政投法部門 J二究会ずるよう j一日小したりする、と (1~.1 ， 

つまり、再会誌:おいて統 見解を形成できれば、 l級の山る長はない

が、逆に統一見解を形成できなかッたときは、 ト級裁['1.:軒、 f--J;反政法委

員会なシ;こ究会寸るのである"コ

このよっに13てくれlよ、まずJlt方7";-J')ケで(祥Eヂとをi式み、そ fL均‘l'訓J

ったときは、 上級にお向いや立てるとい与図式が成n，，/つ、そ!~
で、 ト級におイ刊しーを立て汗渇合に(士、「戸Ji)、実務におし」で、多くの泊方

人民裁判所が照会する必!土与のない間足立につし 1て最高人民裁判所lご I~(: 会す

るのは、千i一々にしてよえ叶所がらかの形で+Ii成の挑戦を受1了、日高人以

17-1 林q:~荘 t-iIJ ~司注 Jむ) ;386 -<387白。なお、民対裁「亭iH:民告 1:司会す
ゐ Þ~;.-ì'土ぜすべき医~(~陪宇ゃ jrl;知~.I ~~~jX(-)年 3 月 μ fIì ア条;之、「予1'1の犯罪

認定、 呈J向。):IIJ北に :~\J ~i る照 iT: っし A て;土、 :1えの日百三7千R:'，書を J乍成し、コヂ長1

令宇 ;jCfi台および乍ノ十資料主 d~1.J しなければ令ふなしL 照会tiH守(こわし Td: ，

-'~J殺人民裁判モ丹波flJ4主員会の自Jもまとは政ít妥員会の志見を明記 l 〆な i けl~よな

らない。裁判lま;:会の泣惇が5すかれヂ〉きも、故判官民会が〉の意見に傾し iて

いるかを明記すべきゥある Jる口つまり、最高萩li有クラス [~u'云委員 i~(n

烹見も会めて出会を勘案するとされTいるのであるc

1;'λ ただし、これは政法$三会が I-'~fli:盤」するよ、安のある Eパヲf↓・ハードケー

ス(.，?ついv でありも政J土妥員三:泊 11出し1る必ltぴ)なし寸ース(，?/九九は、 iク

リ、4岳民会の i-:誌を経IDJ一るこ〆なく、 i紋主主判所」照会ずるものと考

えら札る なお、「険的なんEの事↑'1は政法以内がそれて，jL法:ニh'Eいその軌
rてを県たし、訟に1，1い吃】叫すれはよ¥、人品的に干絞をγ曽十寸必要;まな
¥li-iJト1泊三F'f)とi.--';fjれていみようように、政世委員会の l前藍」会議本将:11

しない事実が多数売斤めゐのであろう

133( ~lìJ、 S8i2. 三44 ，1 10;)全
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よ1軒両!のJ乙持を得r:.いカらである 1 ';Ó~: )~いう指抗から読J叶Uc る 4 つ

仁、その日話、にうことになるのであろう U

こういた綜迭の「にあるぷ判は、必然切に}科書のす「1示者「執Lする-

i且只となろ与コけ刊し、 こうした検7立は裁判2が'"公、leなお二者とし

て判定を下すこ〉を予定しておらず、ま主に上位書 L究j"，8'01こは党rηヲ;:.)

J)Iトj、を卜!.(者に敬するためのものだ7戸らであるコそっ¥いあるtj 、

散打の4うな的iI2年iおいては裁判のよ立長化がぶじ倣尽きれるごと

になろう〈さもないま、「童三jを科すべき罪である l最JIJ対象: コいて、

草く処l河ごさないばかりに説く処桁ヲオliX、我々 が有すべき政(古川旬以I'!lj

よびjまの島文言語ttをel、うことになる J"" という指がノトすように、
r:らのU士市均立場γ~):iv、がL.〆ること:なる U

なお、中1
'
1における μj法の似すや裁判官の主I1すを一般的l勺高じる】で

は、千君子法上j主判所を主主;ヨヲる~場にある人ん t jえ判円庁内問常、も論出tな
るロしかし、地方人大は l党委員会が以を縦に張4なければ訴梓で矢ず、

は府di不愉快になれば孟皆εきず、絞是互に直通-rるとE主管できるごい只l
k いろお舗がノ，j'~-ct- c~ うに、、の注目k には裏援にこれまご'*'釘1I9な役誌

をよ持たしてこなか Jたそれは次のような理出によるとしわれてい之 o

tなわ色、， c 肘岡弘」を府幹し、法律を倣J主主実施させるための多くの

問題:土、党長員会とJ改汗が共同で決定し、〉生名で-)c書宇発L、政府が実

際に才"<) "警察・険:;;~f .裁判刈 3f;主械の阿係も、長期 1こは~)委員会、

改担、安μ会が詞終 L て l 、る c 与ら仁、政府首長lよ丸;妥 nf~の ~l 副書記

ごある代ごのほか、批与[T-;家権力機関円借成長:止、基ノ半、約い同流行政検

事、裁判事~:語、検宝寺~p~~の?と年l品 1 よ止のま手 ~J!:が移ってきたものであ旬、彼ム

らのほ;ん 上ひtil社1，)過lよ依然とし仁 jしの所属先に頼ってしミ

ゐコ ・ 副;の人j三大手庁、が、九つめ/う収、 l つの扉(先安:::~会、人大、

政討、 j泣主主人 士人はひとじ(党委員会再ι)J といつのも年10なし、」日j

1';内 1:11 :í~九 e 前科ィ土 TG) 18l;'::L， 

l:-'，" ，<;:i洋古 1をJ(' )TIJ事収策的手伝守地;-liJ政治守法ft2001-11-:G 期~5Hれな

お、若手;ま i 海I;J古我山リi-0!， l~ て L 、ふ、

'1日 守li♀肝 :;r:.-i-iレJi圭独立与汎ibU】j日開買え J法戸;pj字!日99l;?I }引っ亘
1'，'"英中~~・ fτ ト功 IW.r永l-;~-n;j、体告l存合的問題及立対東J1吉村内範宇佐:'1;初、社

会科学i;J:，U ~(j (J()年 5 矧み刊 Klì l"j"[" 

二日社58(2' 543) l().'>，;) |壮l
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と。つまり、人 I.j)>"Ji丸呈Jj ~;í にたして米たすべき靴下手の権浪は、刃Aおよび

政府が行使しているため、人J、の出る子手プ0"なl、というのである。 宍際、

月'1部で柑 l らか I~ したように、取打に際じてJよ斗活動を jêcJ草したのは党お

よび孜府であったし、人^~ま~f:去の

有の滅私Jと認識されている、メ

ではなく、第 4dから退し、た

この」ろに士:1しり凶悪;咋 }J機関としての地点人大:土d陵忙しており、そ

の天子会 t二対 t ふ生i也》力は 1てら引て ν 、~，-力 11 えて、 手正思えjμ学的込地より

すれば、 H 常û~ ~::.繋 T#を遂行しない機|割にどれほどの経)J性があるかき

わめて疑問であ丹、対「ι家権 jJ機関」との鳴;;y~ で j"I] i:1，;:;')従/討をム々守

ゐごとにはあまりさn;ドカミない'，13 傍 i1l土原丈

ただし、 90年f¥:rt:頃以降、1fWにおνペー注11宇崇めている人大による

旬以具体的手件の民主督(しミわゆる[飼米政督J;'， IW'! r))問題が々、Jように、

:iliイlにおいて J土地方人):JJ)役刈))'人質化がF要素されてし、るようである什

このことを示すうに、近'1、肖、クラスにぷいとは党委員会書記ないし

は [~~Ij 畜記が人大目安会宇任イfスト l 就くよう l なっている ) ，~y~ え l 王、 1997

年9刀時点にお Vゐご?ゴアラス人大常委fT土イ工:i[名のうち、 l司均託委長会

喜戸が 2 字、:，;1副書記が 4 料、い務妥民が 1 ヂ1 ごあったのに，~;;し、地

li'iI 例えl工、チベ， "白 ~-é}r可℃両裁所長、盟主正;'J長、 司自iuレメI士、よ"2民会書

記を}γ任したて行むよ、(i(:自¥tになりた ζ き仁 :うrも年ルとった と，叶理Iよか

ら人大貯を会を括況の職場"選んだとし 1う (ヲド件l~ l百.}~i ノL~'i記 8SJ出立 (';I~

人民去安/三中山政社、;.:()í)~~年) l7S百参目わ}まと、ふ:めようなエピノ ドち、

人大的実際 川地{立のi止さを勺、していよう 荊1織部長、前，1宇検告委員会言:jl己、

J:'"委f1会，':;務委員会委~などの要臓を歴任し、党委了1 会同 11 2;許!;と政μ 委釘会E

Rや兼任していたl似品阜の苧迅(土 19 :1 8-~: の汗識にH っ ifii卑奇附ョ新シ)1単に、今

!、一一こ字以j尽になれる ω 号、っていt， しかし汁， r級以f止を県長: し主うとは考
えておらず、早人人常妥会主任ないしは政1品主町;こ杭が廿よ λ と考えていに

そのため、宇建はひどい l世主F fG，¥を味わりた と u江川段1T"先進E黒悪
勢力白}保7高卒 !虫干自生宵制品保:委再'J r耳ヲ:'東北詰 ~~i'r~~4:一定的'!l終軌跡」百i.;

主frJtSき2氏)2/1"9 j鵠¥，CNKY; 打 H
Ih 小口町掲注 I1叫) :~6 Þl 

i恒例えは、半H似l(cXJ“へJJ tミ両法院的質疑 l 浅宇 11}(同干日照つ頁;.-~， ~' ， 

k主光"告，]、:!j{:依口、独す審判ほ配人大t;il、混制 J先日ti昔懐LI包括:宍及K調整機告l
;1、宇19B9~ 1刷出夏以下などl

l3fi.l ~lìJ、 S8i2. 三4~)1()3Z
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方人 1、が改選され、人よ~Æ>f:会主任力会新たに選;まれたばか :'l のどυ03{r 2 

i=j 28: i l;，i.~では、 311毛 +1 、 I"j級党会，:;:t会書記が23:{J 、い~;;三:;jiJ己プ0" 6名二い

あてユた，:"n: 先にヲ用じたように、「同家で時刻の草者の検!ムのIJ畳が、

勺訟{喚問の絞fJEの交部仁非常i室長な意義および影響ノjを有するJ凶

のであれば、この吃，r~fよノへんの点。方が大きく;'!こわる兆 L といえよう Jめ

窯法上、裁とIj'['fの11兄および主主1山市の下等を最終的に決忘するのは人大

であるため、人大は J)~訟の党およびj民 1(-) と同じ役古11 :5:合法的に

とが可能である "l<('" 省テラス党委員会古記な νミしは副書記が1i故人大常

3全会主任に就くようになったのは、まさにその布石であるシいえよう 1メ

1 :::3;' 1ωι年についごは中J，中央羽絞祁・中)し中央Jι史研究守、 1史的支~n市

'""民共産~i:折織史資料 品7.g;:U:.! t十 22 二巨要事業発)，はすで待期 (19í6.10-19~lí

:; ) J ¥巾止合'Jニd:I，~立社、。(j(jO 平!九日7頁以下、同古了第 7 干ち(いん、何 3~ 阿J

巻 ( r::J中華人民共和司政持組ね 19，+S.10---1:)97. S)~ 1023 良~~~ ;-を、ま

た立時三年につい1 は、 r-~~'r!4'、 国!I:入、 i古特市党す号、 E主将、人った、 IEit:品fttて人
覧RJ 瞭望お開週刊~(}():i年日矧(じJ\ KIJ41) ~-'48買を忍I々 しに なお、 20(l(-)年土i

Hl"[:~Ji{ では、おお <:i;V有チワシ践戸治F王、~蔚省のへた内妻子一羊「τ ポスト

~i欠['1)中入J名が同級党委R会の古記であり、 1呂が尚古記である、ラチチトプ

〆ス合同封沿 (i 5.3)毛主~.#) G 

lH 丙有久・前崎~J ~l6':J 13ょ具 U

l恥加茂j:i，-哲I'現代中凶政治と人民代表大会 人んのほ能改革と 唄導

妓 l'耳 1草」同↑系山詑化、(場感J志望大l?;l日~H:s:、、ヰ削)f)1f;208--301頁も同丙。

"ト;t;/ m.R.;_~;j 土~.!伝上向最高権力どう1-~~V!JÑ高権力引 体fこをちょこ，:，-j-も

ので、今役目家;~'ì守的王室 .f，(カ'1:JJ<:I安 l引かみ --:-n全機|叫へと柊1: する、すなわち II'~

J という iT 当性根~ý'&{])主要性が1'-') ま -i てしベ、とし寸党指導主[:の玄誌が#討し

たものであ(るんとう)';吋(た|で、 lノr'r司の相識変吏l去、権限的)肥大ノヒ1つつ
あるへんの常務子一民会LこすJ"るt誌の統制経科iとそのお吃を円的シ fるものであ

'，:，j:よとに、定;による詰屈の介人に合法司なJ以式を付した、ど lλ ろことに f

"t去し， 1とj行指1る U-，:q:f']O) 監督 l 制度におりる 上己中 と 法di.1 (2 

定 E_絞 i-J~学:-1 9在 2 り (201)C年) ()~)、 G(ìtJJ 軍将も:FJ感である日

lWi; f:;'~少え;拡ん f:班τ子役馬町~ ---:-}:託吾 J円 BJ:t~立新聞i目f!1 2003-1 1-: 9期(じ]';Kl!

45Tl ~玉、「党の人 Ju古車ÛJ l..:. :tht る住呼を〕っかりこr:-~持しなけれはならないだ

けではなく、まに人ノ、の恒君、権力法問 ζ し℃の i究明を浪 'Jjかつるë~的に交揮さ

セなければならな v'"，党組織の+なtri-ニ者がIJ、lこ引しい人丈常会会的;，iニ:こ主主く
ことは、おたな指導・執政方式.$:lj~グ)検索どある} このように1 れは、党の人

二日社S8(2'S4.:.) lC>，l |出l



終章

総額
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木戸?の~7Z題 l土、京す!と\ 'う実践均台九の分析を通じての辺-{-t~μ| 叫 1: お

い'C~.えどが '1 白tJである )11' :11 を i山らかにすること、その上ふさノなザJ{k判jが

Jtlとなるのかを究明することの 2i~で品.，たコこれまと、 Iぷお

よび11部にで、それぞれの訓題に対する羊苫なりの芥去をう疋示 lJL二u そ

れは以上の上うなものである d まF課題¥1):<~..-二べでは、裁にiJ語、 i豆宍であ

るがl設に、三有名がワm婦の下で、 JP，'il'苦ll!とい:)LJ-t! 
効剰 111で主ゐ '1ソ スを すゐ政台運動j と定ぷイヒし 叫が可能

となると考える 次に、課題必についごは、裁FIIが権力の道具と考えら

れていること、そして何上りも税実に、裁11がトfす石(l)jEr/J、:::1.止わざる

を行ない得涜にlÝ~}j..込まれてし、るか r である、ぞ考える。 以下で l士、 4，
におけるこれまでの位業を振じ批りつつ、以 f-.cヲ私見を していこ

勺

まず l:C':てれば、本稿のぞマ;?に闘i亘-4--，;ら却本概念を?人i甲LJ' ニれは土

中以1:手の論述のf更を凶るためであり、その内科はこれまでの円ノ'j<-(j) rll正

法教科書で戊~jj されている事JI川、ほこんどである p

点、L:r i記(2 "-.4 半 j で:土、 g~代中間 l おいて厳守';í"1、可能である理問

をl完っかに1るために、厳fT_~~. i土 体Yういうものであ r たのかを、裁

ァIJのあれ jブをLj.J，[~、に安証[んに IIJjらかにした上で、その:本質を析出した。

主9"2章では、え#終結以降;J07s-1]戸jから8:-;-1]戸厳す了までにおける治安

状況、および犯罪対策としてどのような拾宣が詩とられたのかを見たコ

次に 3 章ごは、 8，1 イ1 税引にお~， ，~にどのよ"なことが行われとのかを 'X~1E

~I~ に切らかにした上t\ 絞れとは 1-- ，止の帰i:P)'" で、 7日 :jr制下巨とし A つ困

漂い1011jで、有効手:J!弔でさる 1j、ノ スを五、動員 Fる政(寸;さ重I]Jであると

定点化L-7':.:，そしてその本!2{o-j引役は、裁判すら TI効利)11できるりソー

JJこ対すζ指iフ与の上トるものは、もはや人f、の外語、九抗措方を及ぼすのではな

く、井組織および庄;民を混じ℃人k内部から役f~を果たす、こいうものになる p

.::. ~しは党の指羊の;;z告，で品 i) 、またずムのtEi亨の強 ftで品ると i司自4iこ、人大の役

剖ふ十分に5JMßI~ミせふーと;もブフスである」 しー，」ーヲ '0

l3'，.1 ~lìJ、 S8i2. 三40 ，1 10;)0



現代中国における「司法」の構造 (7.百)

ス」に合められたことであり、この点こそが巾固において厳打が叫能で

ある要同であると指抗した。

そして 4章では、この定式を軸に、 8:1年厳打とその後の厳打の)'(同を

検討した。 貝体的には、 4.1で83年厳正i以降、政れが常態化し、各地で

展開された厳打においてもお年厳打と同様の子法が採られ亡いたことを

見た。 4.2および4.3では、裁判lのあり hを中心に、 96年厳11および01年

厳打を検討し、 83年朕打との日!同を検討した。そのiEH栄、これらの厳打

がいずれも「党の指柿の卜で、犯罪制圧という目標に向けて、有効利JJJ

できるリソースを総動員する政治運動」の枠組みにlはまるものであり、

裁["1)が「布効利JJJできるリソース」に含まれていたことが明らかになっ

た。その伐の殺打もお年版打と同じく、裁判が道具であるからロl能なの

である。最後に4.4では次の 3/Xを指摘したc 第Iは、 2中で考察した

ι草終結以降83年厳打以前における犯罪刻誌も、支は「党の指揮の下で、
犯罪制l土という日棋に向けて、右効利用できるリソースを総動員する政

治運助」であり、裁判が「有効利用できるリ、ノ ス」に含まれていたこ

とである。第2は、裁判が「有効利用できるリソース」とされるのは厳

打期に限らず、通!日期でもそうであることである υ このことは、「裁判

が道具となるのは厳打だからではなく、そもそも裁判lが道具だからであ

る」ことを蛍味する U 第3は、近代法的思考様式が浸透しつつあること

であるつ

嬰するに1，，)却の課題に対する私見l土、裁判が権)JVJ意のままに操られ

る道具だから厳打が口j能となる、というものであるっ

それでは、なぜ中|主|においては裁判lが道具となるのであろうかじこれ

に件えることがE部 (5~ 6 章)の~~]であったれ

II uljではこの課題に認ロ哉と構造の両面から迫った。ま F、5巾では裁

判が道具と認識されていることを刷らかにしたコ 9なわち5.1では、設

l.r))iJT法、刑法および刑事訴訟法における裁判所、刑法および刑事訴訟法

の任務規定から、刑事裁判が国家U的の積極的実現という任務を負わさ

れていることを明らかにした。次に2>.2では、刑法理論卜、党が 1.1)断す

るところの形勢により量刊相場が変化するものとされていることを明ら

かにした。つまり、党の意向が反映される理論構成になっているのであ

る}

北法58(2.53り)1029 [:18J 
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同章最後の0.3では、厳打の賛F干をめぐる論争を検討したれそこでは、

学者の同に厳れという政治運動を 11面から批判することはできないとい

う考えがあるため、厳打には問題点があるものの、基本的にはそれを支

持する見解が実務および学界の「多数説」となったことを見た。その論

旨は円的二子段モデルを基調とするものであり、これにより朕打が正当

化されるということは、厳ナr~国の裁判l もは的=手段モデルにより 11 吋イヒ

されるということになる。つまり、どれだけ日的実現に役立つかが裁判

の評価長準となっているのである。しかし他んにおいて、特見に及ぶ限

り少数説ではあるが、厳打の質的転換を図るJぇ省、説、および正而から被

れを批"["IJする合定説があった。これらは近年における学界の西洋近代法

への長近を以映し、法的安定性ゃ司法の公正性(独立)を基調とナるも

のである。

このように同章では、法、法理論および(表而的には)宇苫の認識に

おいて、裁判Iは同家円的を積称的に実現fべき道具であるとされている

ことを論じた。一権分立において、国家リ的を積極的に実思する作用は

行政と呼ばれている。この意味で山岡の裁tlWe用は三位分立でいえば、

行政にカテコライスされるものであり、巾国の司法と行政の閃に質的な

相違は認められない。厳打において、さらには通常期においても、裁判l

が道具となるrr阜、には、こうした裁判観が横たわっていることを見て取
れる η

とはいうものの、訟.a!tがただちに現実のものとなるわけではない。裁

判が道具と考えられていることと、実際に裁判が道具であることはスト

レートにはつながらないコそこには、裁判lを必然的に道貝とするための

仕組みがイ、ロl欠であるのそれが6章で別らかにした「裁判二道具」構造、

すなわち「責任を媒介とした権)J不分のビエラルヒー構造」である。

同章ではまず、裁判の担ぃ子たる裁判官が、本来的に党の政策の忠実

な遂行者であり、裁判結果の最終的決定権を振る裁"["IJ所特理職は、より

忠誠心の!早い苫であることを明らかにした (6.1)ハ次lこ6.2では、裁判

において判決が卜される出lに、それを子ェック..~lilきする法的ないしは

事A天上の帝1)民が有在することを兄た。それは①裁判所内における所長干手

伝巾lおよび裁判委員会討議制、く三〉地メブブロックにおける党委審先制、な

らびに0)縦ラインにおける上級裁判所への照会である。イ同別具体的事件

[:l!lJ ltiJと58(2・S38)102月
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の審即を担当した裁判官だけでは判決を下せない仕組みになっているの

である。

そして6，3では、裁判官が党の政策の忠実な)]s行者であり続け、また

党綿織や「上司」の意向に従うことを制度的に相保するイ|細みを明らか

にしたっそれは裁判官の「責任」を追及する様々な制度からなる。具体

的にはまず、憲法上人大ないしは人大常委会の専梓11項とされている裁
判宵の任免が、実際には中図版ノメンクラトゥーラである党管幹部原則

の名の l、で、党委員会を;p:以とする党組織および政府に隼:保されている

ことを見た (6，3，1) 裁判令が党や政府の意I&Jに逆らえば、その身分を

J::.う可能性があるのである。次に6.3.2では誤判]責伴市IJと所長日|責辞粁

制を検討した。前者は 2審や再審においてj阜、判決が破棄・改判された場

合に、~該原、['1] 決が「誤、['I] J とされ、当該判決を卜した、ないしはJ旨小

した裁判I令が責任を問われるというものであったc ここで「指示した裁

判官」が負う責任とは、所長審脊制、裁判委員会討議市IJまたはけ丑裁判

所の照会に対する凶答に基づき判決を下し、後に「日真相I]J とされたとき

には、それを指示した者が責任を負わなければならないことを意味する c

つまり、実際に者理を担ぺする裁判'r;は、「上司」の指示に従っておけば、

責任を追及きれないのである。これは裁判所内部における卜から上へ指

示を求める助機であるu 他方、{走者は省特内の裁判について所長または

刊所長の賢任を追及する制度であるつこれは上から l、へと指示を強化せ

ざるを得ない動機となろう。このように制度上、責任を媒介として、上

からの指示に従順であればリスクを|ロ|避できる仕組みになっているので

ある。

次に6，4では、政府が同級裁判所をt百十草する仕組みを則らかにした。
それは、政府首長が般的に[，'J級党委口会の副書記であることから、、"，

地の「ホ指導者」となり、同級裁判所をf日出する立場にあるというもの

である。またここでは、裁判所を指押するi/.ttjにある党委員会や政府も、

その「上司」として責任を負わなければならない立場にあるということ

も指摘した。そして、 6. 2>では、「裁I'I]~;亘具」構造が、あたかも地んフ

ロックがひとまとまりの組織のようになり、そしてその積み重なりによ

り形成されていることを指摘した。

以上のように、裁判令が上位苫の指示に従わなければ、責任を問われ、

北法58(2. 5:.j7) l02i [40J 
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ひいては料済的に締め'f-;J~，-tりれ、織を追われるこ Y になる仕組みになっ

ているのでめる cそしてこの 1 ~{\~f者 i こ:土、所民政判所におけ三所長、

tí;U所長、延長、引IJ延長およひ故'flj}~員会であり、また縦ラインにおい寸

I;:J 級裁刊行であり、地〆りプロソクドおいては ~I:j，k1iのIf'.r河、定;妥口会-

rr-;JIEkU、委員会である f これが池方フロ yク0)私み毛主 lノによ;')7:~成され

た、百一11 を ~~'f:'- とした咋 }J:不分のこ J ラルヒー構法tゃある。裁判![l が、1'，

1主構造ド組み込まれているから、+:2判がj立具となるのである〉

そ才1"((，士、裁判を i立九 i~ -，る認識d証i与しγi記%をどの上うに苦えれば

よいのだろっかし具体:10には「Jii誌が構法を生んだのか、際法が企庁

んだのか、という山知になろっ。かし、これは 'Jfがノいか、治がJtか l

のi司νa泊、l了ゃあ 1I、また実月一仁裁判が這兵とならさるをI-:j-ない椅をこ

なっているJJr.，現代中川においてなぜ裁↑tが主具と去るのかという日
しhを考える で、いすれがアて:かは，iP，要な問題ではない、打どし I反主Jj

道具J街道がイiノ十す。以|、裁判は道長とならさどるを十lLないか巳である c

そLて、こ弓 ν た考えの Tでほ、「裁判ニ淫兵」ぴ)認泌が「設中IJ 遊具」

憾造を人える土白円なって， 'る J一位置つけるよとができょうーなザヨ内

裁判が凶家UrI'0の碩担Z:'tl実;)1を1"つれ二Itjであるならば、そのじ(10~続

ヨソ・主)j条約に実現宇る三めには、 ! の命令系統を叫lらかにし、責任の

灼辰千戸市詐;、する必要がある合、つである 「裁ぷl道 fi<J情:圭はその

合片的的な形態のひtっと考えられる

なぜ裁判(;1:i蓋呉でなければならないのか?

ぷJ， j が木柏の認~M; 一対する筆者なりの L IJ答であるーしかL、疑問とい

うものは刀よから次へと浮か午でくるものである〉とりわ!)，なデそうなっ

ているのか j どいへ問鋲魚 p誌を十すって L 叶L(;;:\疑問が J-~z 主ることはない

だろ"っ夫際、 をtiき終えた校lこ‘ Eもをもな宮北判が[lf家円

;]:1の設極的実現のf干をまιわなければ、なら士いのか、という疑問 ð{~-fí の

J 田中 郎lよ l 行政的綿織及び搾;日r~に Jノいて認められる特色， '; 1の命

令系荒tを即日Jかh-L、女11のJ日凶を:lljf主にj-;::'cJも、行政があω円主Jを迫点

するイT射であり、それを統 的・効果的に達成γゐ必}↓どがあることに土去っく
t刀、ノ ゴ[日;ま出文)とJ伝情ヲ L r安芸抗手rlT-:1.法(新版証人文主、 1972/f)() _rt 

1411 ~lìJ、 S8i2. 三応、 10お
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脳裏に浮かんできた。これについてはv、まだ'it:見Y(れコよなv、が、制段

防においては次のよろに与え亡いる。それは、裁判がえ乃支配じ7);t主え℃

あるがロit;こ、 j、米のJ之、叶Ij(:"士H る副'lll;J(止党;こJる支配の疋ミl:i件t:tH宮と

直手安出JVリンク Lている、それあu、克;(土支配的，1ぺ止とを211明するため
にも社会秩J予を縫仔Lつつ、大治グノiE三門を満足ιセ続けなければな
らない、そしてそのためには裁牝という Jγ ンネノレが必泣かっ有効であ

る、その料品、裁判は党トとっての支配のj豆長トな品、という l皇の循

I誌が存在していることである u 以、、この内容を~):析することをもって、

4稲における考祭の棋士下ろしだいο

ま「、党の点、円~(n-I 当'1'1' 0)'#>:占については、寺田治明のたのJ旨紛がノ記

いuこを考じなるu ずなわら、 rt国の共:主党の政権の基縫ほどこにある

かどいうときに、よく木命σ〉三五絵tiあると百われま←L 選不を J受けたわ

げではなくて、年1命の')ャ績しかなし，(J)r~ 炉百われます、しかしだはもっ

と依しくて、むしろ l↓」同共)主党の政権の王当:'1:1土、今、下えによ日 iふの-k:t-t-を
そりているというその宅実にしかあけま~-ルυ そ札キ長組1，から青うと、

ま-t'A~':iiI'iが起ニ)ごしーないこ ，1:I:' i丁が現政権の正当性の根拠になるよう

な三ころです fとむ

実際に政策決定者は~らのよ〈庇の正当凶を摂凱視できる状況にはな

く、付会f全オ亡のぬirrLがその危機宇もたらすと認i読しているようであるコ

このこレ[土、 1979年の合l!:都町治安会議において磁真が小した、治安Icl

復を!司ムなげれ以 I主;および政府の職務怠ぬ，" ~ JとさiL るという~}，pðt ，

およ CF8::;f:':続打に『45じて郡小?が示した 'iflJ半半円、 :tt'質事引がに
ll~fl よ，- ;).-" 1， 
υん l、口円、 こう LたIki足では人'L、を得られないということ "と¥' 

iy自己の if当性」論 iL.'gili r:liU~~ (~ぐrIb 了ぽιJ~) につい亡 J 工、 マックス・

つi

J止

パ f日長晃;ん!15沢) ~又向~O)紅会t干 L(制j丈社、 19民ド引を ?J考に L
存
k ， 

守司 J浩告j明円 lυ、¥i-治古〉 と
研究料21世紀じOEプリグラム

頁

|ム杭中|引をミ雪村じして」京都ん学法学

ゴ今一ジヨアル・ベノて 抗 ，3-TJ (200S:r) : 6 

が民 '1主於撃"顕域:Iiネ上::治主的校門「、日.1 ['合if-I?，つ.! IDDtL 

~W:J1R 之 I 胤+r :~t桂存政 記小平!μ ま対"以jJ'山内向決取.1 I検王手令z
f耳 U9B~) _~ 2 -_1;:1' 
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う正:~~誌から読み;叫れよう〉
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と!よし 3ろものの、 ;I'JホコJ;1;に社会{主序の維持を;問liずるのは古今東西

普道的な?ととといえよう。ここで勾徴的なごとは、巾問自立、党の支配

グ))1':>!i牲が IL;.--~ 見 ;PJ主意の支持か託けているとい弓そのド:$;J仁しかな

しゐ上:二、治安閑;mが号の正当l~向型豆に声援 'i ンア 1 -;..いるとめに、礼会

秩j予の維持とい J た i廷に、大主?との 11 義i~~怯を満足させ之p ことに針11バ， J)iì

在が1Uつれているごとである，"例えは、 8~~年 1投打に R13Jて山さ才i た「依

11 決定士、悪人ァ〉、総gn:;)、古人がνペ〆められ、 F方J日1<り」主i土d臣、が詰
まり、未編幹部:土窯気地がな~，¥ J :'t;. '，;ì~' な状;兄に陥コているもし玲々が

このような状況を込.ì1、に fiWlトーせず、そのry;セ~ . 05止 f~;毛をイ1 しておけば、

y、ず人民の1:1:，0.ß.~i.手の安全 γ片々 l き危干与を及ほし、千|会の安定を被

桜 L 、付三:煮詰の吻詫1どにそと治付1どにそのi~設を妨害し、広範♀勤労大京

の不安J不{持を51さ起こすこトになる I戸と指て前する。ここでは、下士会

秩!-i二の1iI許，こよじ当じた、 忠人予;T&張:)、菩人がいじ的られ、 1:;1;，]協

力者:土/C:が誌まり、ぇ対幹部は意気地がない」というま三に不正誌の経

団 Y もいえる「異常な状況」か大;:r<Gl川、満をもれらし ιいる、円しう政

策?ノ()lー者のJii，機感がJ主;了てHえる

また先述、 lム:¥.l参照}しとように、宇111の議論に」れ:工、厳行J土大

事件の発牛によ;)D弘前主きだした:たの支~êの疋、1í性争調達すゐために発

動される{おハこれは実際にも吻合する鋭い指で閣であるしかも、実務+~

J ドの児芹[を{(去すると甘与れる蔚揚 1 編片付玉I;I'Jポ政策1'll策略氏支~t~ (!)I 

::;; '1:， ;~~i拝 !~':'i:>;lで化n が?るよ刊される要 1'，1 として、 l i宍与主主行わ士 v のに、 士

三f共蛍党子宮一見桁~，~~原 "'1 i 汁註っ ~C1:;:1 2::: !;ff'.-!J舎三よ;屋司ること古aてきる:/)か、

(~ ~， ¥ ")共産党政界Lσi!F当性J:l下:続'f!lJJ肘短が{子治んで、ゐ。 111~司の向、;格

力は、「叉ヱヱ義的選挙巴という l十力ゎ却で、かつ亡な、、ほと民衆のロ，'0-.~を取

:) )!èともうとしており、 q~午前足苧はベコっていなしっ τ いう~~みを椅うために、

だl' にえ L: 詩~~よ卜に足以の志子、に敏感となり、最 j、 i;Hにそれみ 主主正Lょうとし

てし〉ゐのである」と指摘する J王1;ifJj:戸死刑の比較制j究 ""1七、世11;、円本
成主念、 20l目午 18~頁jr

中共z土コJたえ，ま何究手続:-'J ~-/，J'J， Â( ---------ífi:'記 z就選続[上'~人RU-\坂社、

198C年)387tL 

lぺ 十;!l: r 当前府打砕究企(1': C'll '1司五U{J 中 1"1 州事法主主~，t2(}():i年 2 期日只 J

吋 百拷~~臣官Lド [-/<_j刑事政策中」涜8rf何 ~!I;与~ (;)=討を山f)，R:t+、1!刷、ィ:'-) 1 I'l只ハ

14:lJ ~lìJ、 S8i2- 三:l4 ，1 10'Z全
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では、厳n~) I積認出っ1Iおよ G、加速な年」のさ手法レ〕て、 I人民の

ために出を取り除主、億万の人ょミノ1、択の支持をJ量得Lたこと 1 1)王子、:ずら

れ亡し、る η これは宇!IIの誌論を るものといえ 4う

そLて、裁;11を通じて大衆の l義感情を満足させるという況象は、絞

れ販のみにぜいJず、通信販にも凡られる， ';;;;1]えは、大治グノiE三門を満

lr.させる (1引責 ゐ)ために政iJ、委 C~:aが裁判に介人し、主主牝に

1々'1'1]半日n玄トさせたとされる当〈のア}スである}すなわち、「;技泣羊さ(止、

北与の菜市内政法委員会がi京古川 L勺胞の勺事長)O)f.:fI: (ご耐えきれず、
裁判所長絞山で、主審裁判下?に対しに(毎古よ主化計!であるがイ芳次を，~;:.~~

してなお死刑に処ナ;二l主主らない彼告(令所者である乙平昔、Jに死刑判

決宇 F すようにお示[た宇件や17 に l た(本件の王予言 t~+ 1j千r(，よると、

1 1i1'clJl己¥，~自主月業主役幻 ilJ決古川、された線、!京古川 i;{何皮も集凶で以枯

し、さらには jえ判叶を J]，り鴎んだ。まさに J民間 Û)):'-]](J)下で ，~iJ 委

員会(土本件に干渉したのであった 膨注)_J111') カノ汁110は広文r ま

た， 1車 ilf」、「紋 p-~J のま受 ;:fl.(立!車止のγγυ なお、つ~>iムま被云者の刻

扱iミ宇(1)阿係者 y 考えられるjo 

これは大殺のよ正義感情が 悩むべき -m~r者 j を厳しく処罰するよう求

めたぬ合の事例であるが、反芳::こ、大来の正義感情が 1 ，よれ乙、べ主犯罪

者」 l: 丸卜する史r1-~'lì 争中ぶくすゐ }fl口j ず{到し 2 た守i 例もある"

〔主争参考条文]

IFllJiL67条 I羽

十句 r'2: または 3 午以下の有立月慾役にt;LLせられた 5~さn::こっし、亡、;日l罪手?

の犯罪十占，大お上 (/'~t(僚の1ノLJ ャ基っき、執行 1内?を i血JlJ しても十J.(}怜会 i

I[C宇?を及ぼさないことが碓治である y きは、執行猶予を守古することが

で#るコ

同法l:i2条

故意に人を殺害しえ .fi'(，土、 :YE利、 )1延期滋役または日年nトの右期懲役
に処する ':'育状プ〉まわりあい経微な者は、 :1 !:' j:J、上 :o:q: 以下の有J制約 f~どに

1旬以街平寺ケ司11、改"1" 分析ヲ民国JJ (iLfHI_U仮杜、川的年) ~.'2:~玄 L:~;;:'{;主執

生¥

い，字以泰守此意ti人2長.1J!'iヰli'，:jj剃u、宮ji;司 1'<、.'1'1 町、民大字 u、学院編~'， 11 

斗清苧l求刑法tiU同"i己綜甘ノド人 l中 1]:)人民，人学出版打、 1991)年)10;(:=1'以下
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[1¥実の概挨〕

4 

H附 日見

被告人Xj、X2，X3は兄弟であり、 X"YはXjの子であるの 81['前、

y(土両親に妹を王室了に出し、目分の:まとするよう提案したが、拒絶され

たため、両親を恒み、 Xj夫婦を111に追い山し、虐待J一るようになったれ

1994年 1月 2H 、 Y は同殺を訪れ、 X ，の =kを虐待した。 X2~ X3~ di 

防委の苫が諌めにきたが、逆に尉1到した Y;I)'1孟た後、 XjはX2、X3、

X"こY殺害を持ちかけ、白分が責干名を取るといい、 3名の|ロJ;意を得、

Yを殺害した。

[1審J(山束省、泰古市郊|ぇ裁判決1994年 4月29tI! 

4被f守人の所為に殺人罪を認定L、それぞれXj，こ懲役4年、 X21こ懲

役 l年、執行獅子2年、 X31ご長期日ヶ月、執行柄下 l年、 X，に懲役2

年、執行猶予3年を言い波した、

l審は判決淵山を次のようにわj示した。すなわち、 4被告人の行為は

殺人罪を楕I，'i:するが、宅件後、被十年人屑{干の村の大衆が連名で嘆願書を

提l引L、4被岳人を寛大に処i却4一るよう求めた。 yがX，犬釘Jを出fjし

てきたことを勘案すると、 X，等親族が義Il'iに駆られてYをfX吾したこ

との清状はわりあい軽いとみなすべきであるつ犯行においてXjは土犯

であり、 X2等 3名は補助的役剤を果たしたことから、従犯である。 4

被告人の犯罪の特定の情状、および1:(立を考慮し、法に従ぃ処罰を減軽

し、または梓きにlIEうことができるコ

なお、 1審判決{走、 4被告人は上訴しなかったれ

〔解説〕

どのような円的、県111があろうとも、人を殺してはならない、これが

法の¥'，場である。しかし、木件被告人等の所為は「義により親族を滅す

るJ [大義減親]である。 I審が「行為者が i義憤に基づき』という特

殊な情状に某づき、本件被害者の牛出lのJ付7が義憤を引き起こしたとい

う具体的状川、および当地の大衆がしきりに司法機関に対して被丹人の

処罰を怪くするように求めたというR意を総合的に考慮し、(卜記のよ

うに被件人を処断したことは)妥当である。この量刑は罪刑均街の法J原

則を具現化しただけではなく、また大衆の意見も考慮しており、情と法

の双方を考虚したものといえよう」υ

[4ri] ltiJと58(2・S32)1022 
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〔コメシド〕

[解説〕が7骨折するように、ヰ:千iJiチモ以んみ;グ)1 義!['{¥怯を反11央L、l哀

れもべ主犯罪者」骨収く処罰たものこいヌょうわゃれかl九{ま次の 2占

を椛認することが引きるコひとつは、民主;、民伯、大衆の 11義感恰とい

うものが処罰を註くする方1:リゼも慨〈ことである もうひとつは、

:I:! 説 cr~>泌が l 仁ÞI司にお t ミミ:よ， 1司はJflJ'1r:-;-:-;'}u、;こ対!て、 人民/、吠および庶民

を E昔んよ:ラぜな 1) オ i工ならなしミ二とや iょうさりとど~31( I〆てしミる そのため、f¥，々

の司法機同l正常に人只が両足す」JJ主与j所、人民がi前足すゐ↑寅祭院、人I立が渦ノて
するiJit l-l_\li(;' と仕るためのIゴ生ì}J~ エを f コている 刑事IIJ;'去が人民的部えを得と

ように寸ることは何らi記述コてはいないが。は;ι去す授lよJが人tがうま更を重税する
とミ(こ{土、{ヤ;し cJ<;~~の十計百円影響を:二:，-rやヲい l と指摘した卜で紹介す

る次の 2 例も、 'l~ 吉、」仁よ:，裁判結!に刀法、わりどとされるーすなわち、 こめ

つつの1吋はとも μ中国の:I:!ι有で起きたものであり、ご件犯罪守の121Jはともに

殺人であり、犯罪名こ淀胃 {]"i，i対抗であ「た ひとつ日の事来日手、犯罪1]'か1lB:

障の沿刊で地平方を殺害したというらのじある c ;t J:H: 制 :a~寸るとの JTIj事政最

および当該亨{ヤのJ='~-N'I内情状に基づ哉、三~己主犯人の犯れはな詰円有村、が杯めて

一々 Ll， \f:;: 民 l 注 L ておら「、 rたに 1ù'~し死ITIJ 令ぃ江主さなく J も仁く、同当同

級裁判j)j-も当初は被告人に即時執1J必刑を言い渡γニムに決Lて長成していな

かったn しかし、彼合告の羽，irÂおよび寸やしていた村山昨民がイ、病 i，:"，~互い、出t

古1とし、被fT7人主化JPJに処 jょう求め、しかも、ひっ去りなし;こ裁判所グ〉前c

采 ~l て騒ぎチオ三二した七的、最終的仁、 IroJ 裁判旬Tはやはり被 ;11 人存死刑 l' 処

した これはほ三官庁イ¥の熊llIがタ 7ドIj('.:影昔を及ば L.l~_y(L 2t: ~ÿ~である もう

ひムつのす長は、被告人が家長[え4の粉争に沿いて、 i亡己:のl瓦I.'Jιi上ぴ義i付リを殺烹

Lたといろもグ幻〉ず乙えわ

j犯日3出色 iはよ、 5G. riljQw:め T:-:寸々しし、ものに民し、化Jj-I;:，こ 'Yi~i てらMらfU11j;よなしL

Lかし、彼 (11 人 .J) 義父、すなわち両捜~Î"省のi>大が、 jft吋所;ご喰 人手死刑
にレなし 1ように断同として要以 νλ ハ f止の坦t士f:工、れ告八、乃lU歳の了供はt'c
にfリ羽を失っており、さムに父税を失ろことはでさない、とい与ものワあコた

結呆、 LU束:11'出級人民裁↑市計は被iIJへのぷ父夕、奇更にiuj烹L、被告人を1l:J時代

j J死illJiづ4さず、執L法的2年1寸死別J処した 中:"1σ";I;Jú~、宗務i おしては、

死刑;二込しとモ二く、また死刑に処さなくともよし、事件につ v て、彼古~側出

法見がタニ市'，¥パユ特を及ぼすt，j守!土決Lて併l引け7な」見事とごはな v、(.:: (悶7雲'g縫量 隠
ゲ於、子死E印可刑リFι七中回戸斗-Ji'浅主実i践主「巾F的E政E号 巾回F政文法ノ人、Q叩刑4事法;件律井庁ド州究了巾h心.~英荘恒人 f涜完f短E 

文f化lヒ1教千討ザ処十納 l川l'，共y凡と景T川I川IJH問q将星おf月j)刊T

129貝ノ 1
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ん折立が持'!'Cバi(月号:i，¥ti土";JiL機同 j とLているため、故主!JY;If~けごはな

l、治、も Lれなし¥)に働きかけ、 10とァIJr:;rがそれを氏品、として受け取り判決

に反映戸せ、そしてそうした判決?と吋行とt去の以ノうを考慮したものJ と

計一例する同点去、存主していることである dj

このよろに、裁判jI士大採の l義l富十占を満足させるための子 γンネルヒ

L "C九LfR"っけられているのである lμlっその際に者過してはならない?

とは、 1mりアワ yケが大衆の11"長ぷ惜の'之けlTIe)なうて，'ることである〈

l~Z法委門会が「民十む を受け入れ、それをまEめるために裁判下?に l~;Jミを

卜した!のん スはそのtiF{-iであゐ。

また、いわゆる「集日陳約J 1業日 L~JjJ CI とI1J'-~まれる民主主も、司持、

に!幹事(-) ることができるラこれは、大京i;{何らかの不渇を花き、集出で

・国家後間に陳情するぞい与ものであ t人t:-(J)矛先が三Jji-)，~ に!っJけられ

ることもノ少な〈ないと l"う〔すなわι、 pJ法実務において、おに刑事
司法実務じおいし数人数口、ひといとさ lはの住民di公安、ぢ了と

1"" 辺、伴効果Jと[社会対果]のがともいわj しる、1 口'，'1é は、 u、 h~::ごに

台設 l'?いれば、良好であるとされるコ後占を測る英字l土絞々であるが、その

ノJのひとつi土、「芳子会l目前例ハす必わち 社会大l誌のす1 1'斗処理"了 ;::)jお。び~一件

処理粘~~(.，-刈する支持皮マある と弐れる(主主主・を1;B;U' 1~~鵠 ~11; IF三υ目制度救
t~_ ~ (iJd:予，'1'，，'i!I iァ、 おり~{r-! 125~~1お頁)。 こ(i)はか、 「巳三引Ji)伏Lが民!;J:~会争 ti，

いるか，，対，治か〉トは土、 ナ亨卜バ7干刊q千HたG七と;周;却目σの)t祉i~会.，)初司果グ円i}i畏主もF前Tj採毛(的lに七右在‘7友u札1工Jである 乙l'之指7摘自も
ある "法j主2L烈r日J九ヒ文 “』片元~喧! メ対"，川刊i事4事i宇存;r判』付古的1影1響宇 AJえ衿';y、2∞I干4恕ωn;。なお、
裁半IJ においては '1育」も考慮 Lなげればなりな v' とする発想は~L\統jJ.に七見ら

れる U:'i古賀}~ ョt古代印[-r._:U);tと裁判 {自l支社 15別ノ:--):::ω山、刀打
1七l 肖見浮か;の二たのだMs罰百〉考えられるー Tなわι、C'R費土必「しも
復讐J謀怜に ril~: するものではな \，i' 人衰の止義政百というべきもの\の考泡刀、

法令'1'に、またはその選別に初みよ人まμ--Ct'ることは IfJ事的事叫しつ処理に
もたッ Cは、被拝;-;.及びその川I-J;-:();へ々 と被22人 加害有)及びそのふl凶の
人々 0)与ならず、当地(!j大衆の納得会保くよがら処理を.i込める，z.-'t;があることを
示していζ」しげ馬~~口固め紛争 (.:iL!J (車京大学111版会、 i州自年 初1頁)

: 15、友判所，"(0 ずる，~同J i土民間Jζ沢u，与が比Sl;刀もしれ在ν、カ¥[上
古]のi了~~ま'f!: ' l' 家機関(こも I-~;げられるため、本柄引立草)あたり 1:)¥主将

と:尺しておく l

1471 ~lìJ、 S8i2. 三山、 lO'ZO
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抜'I'Cバiお__ +: Z}' 行、，[jの刃A委員会や IUU(Jを収り凶む事1'1 がよく!~き

ている :lr と。そして、 ltlすi陳情lよ 各紙党委只会が最もし、かっ

最も也、41る ':17ドI，_j沼こいわれている r それは治的い集同陳情がた*'のィ、

{誌の衣れと見られ、、"Jj出。)千1会校;t(j)綾tすそ組う指導者としては、 Iゴ己
の責任問題にも発展L得る問題だからむあろう。 点字 Lて、半wとに士すする
不満にツし Aて「冗妥lí 会や政府を~\( 1) 1叫むーの;土、これらが 主主牝 員

長」構造卜の 地方ブ(Jソクドおける裁判所のl.u:!だからである U

大守主制も、こしつこ Y を分からで，'るから、 l 党委員会や政府を取り|叶u

のである その際、被育者は「不満の表方LJをたきく見噌るために、様々

な子まを駆使して1Jf!数をおえる。 制jえ;工、 !司ヘである均台;止2U-'Tf;でヘ

を震ν、村幹部であノb:l是合l土、その権力を活用 l、取l::司み|岡皮iに

参加し王者 η+Jcの'~，千日制作業のHt 同i を短縮する主どの{全半を|刈るとい

っ調_1t*呆もある 1:" )し世に炉って;士、多数を集めて玄見を表明する

ここ、 tなわち に法j を波ITq-:'1ーることは、いわば悶らの夜空をかなえ

るための「疋石」なのである}

そしご、中l下の政策決定者にJーっては幸いな」こどに、厳HをE$j長正ヲ

るf<¥'I'U 近只 J'1丸山こおける放刊のJ己Jニ~:'[IJB毛I11i止、ある紅芝、大衆の

正義感情を;前fこし、そのよ十7を獲1+}L~ て !'I 1こようである。以「の指摘は

このこと手示していよう c 宇なわむ、 i!~tr;はわが向付会にお， 'て民主

の恭除があり、 Lかも五iJ]においては人民大衆をh く参加さぜるよう動

只守ることカイ't~í~] 与れる。"…イ十三久iよ人FU、京プ EIτ ることであ

り、厳す了はか止りの花咲いおいて八民大渋;こ安 L、主告をJすたせることがで

きる J したがって、 ~tJ; は見事u な付会的支持を役得しれ lヘ犯罪率
が上昇 L、礼会治安の形勢が悪化するたびに、/、Y訟の草罰をぷめる呼11

Fおを具にする l コU. 、「卜十会守山L 以 5r， :)~1空三のをた減な上昇を J必お 4 び FJij、

1 C，劉X2，r t( f~i : J県1F1)断裂 神川守7U、治 ¥'r場叙事|涜興U_-_:_:;U同"日オ7

d二訂諭(治13毛主)，~ ¥中止JIr:tdけ、千山坂A十、 3:7 _~-{() 
1 ') :m I 
UE，¥ ji-iJ土 1

I!)) 1;;阜県良 l 肢打不:1弊之ぷ J 刊廿政治後~0-~~ 佳子し

¥:'l)' ::([5興浄 l手E河IJ:':(J効:~~~-7 待..，; ;:，:L、学家出():-;と 2州凶貝l

二日社S8(2'S:?D)lC19 1421 
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間::Hjグリ山i;に対する tJ羊)J小l己」にあると考 λ、佐存からのl十カはま

た、 lilJポ¥'/法正)ぷぴ司法ムi"!j;"'j(.こますます J~加する ðn:jjl を IIIJ罰j により !(iJjトー

守ることに晴力4とよいに涼ぐ4う迂る7見訟がF↑じているJ社 jと(

またUl 王杭J'rl-~<t、して、大衆の反k、を「 山山地ん;おける調査状況

からFLて、人民大栄IJノr:戸|グ) ~校rrc 受信問予に非常:こ期待を寄ぜてお

り、 白山のノ土ひし ，~C:土ノI 日の町三ハ 1 が1 '183'ijC ";n r， と1，，1じよう
に、党委員会がi臼徒指導し、刑事訴訟法の手続的な制約を変迫・改正

し、重大刑事犯を込速に壊滅するように主主んでいるJ と分析するdihE
もしもる J

実際、厳j1の賢台二胡ヲーる 7 >-;， トJ司令を見ると、 民主jlをえ;

flL -C~ 、ノ〉よろであゐu 具体例を 4点示そう U

"品川

九千た

i':;叫

表7-1 警察・検察・裁判所の「打撃力 iに対草る評価

t:{大 q ぎる 同文1〆q ぎる 己f 、" 生↑1'，不定 r~ lE '~~，~ 

f、 % f、 % f、 % f、 % f、

5u-1↑ 33咽リ" ζ 1酔6U 3:% 6~:~1 1三.(l{; 

~2::'J て電Z コ 1[.、i l(i<) コ.f.i口 1:'-17 2ミーlJ ~2(H "ー;.'‘ヲ)，)円 ζJ 

， りにlJ[ J 3--:-・日SJ. ι¥.:'--:- 1. ~2 -it:l-2 リ口ベ了 出4JS -i0.10 

中町農村公Z主女全県出l正式J析荷山J---}'.'J::.lti i相女件公平十品川吉平HL主H
Rう;主人〆、白州Y可計三';:-l良をj'l.i..: f1と児)

% 

1.UU 

C.H 

U，出l

市|司 L

表 l-.l (;.tえたの 2つのポ奔王京をま Yめたものであるn まず、'#Ii市 l

J)行!よ、 13E日イ['5"-6，'Jに安祭出公共民キ研究"Tが行〉た弟2日〆全阿部

:J，公米安九、感サンプノレ調脊の給与Lrある代ごれにつし、ての対象民主主'対
象者・有効11'1答数なとじっρ てはイ、町である， j巴〆仏「良子JJのf'f(土、 1990

'1末iJら[9911r-:こ-/;>けて、 μ、束、!人す耳、安俄、河l旬、 111束、占林、江蘇、

阪西角、の80刻;';，虫の思弐Eタ000-1"1 を kT象に f丁われたアン ~r "... ~日ノミ止の結果\い

ある i有効1"1件数(i6.:.51f:、75.約%仁 jL泌 14，1参照)のように‘ l!J何

年にf土全|ド|的な厳fァ〉汁Jわ才Lており、ペ該西安打における'+!l:，[)j. 二対

リ主主平);言"欧陽活・上向安上f日~. dl場経1ずi来~+ F犯罪う対話群保1.1¥，~:Ç(1:上、

lU95午) : 4'1貝

-'.2)刻弘・iJ!IJA'光 lJM“H重い!j)r-1J11支!1ci:;:T 的珂係 \:ijJ:~T~: .馬克己?栴:1)11; 

iLζ子:え集(~(j(J l) ，JI :-)~)~、~川頁

14!Jj ~lìJ、 S8i2. 三Z8 ，1 10.:.8
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ーするたうセの剖イ山も、山手町存汗1誌に口1.;'官Lているもの炉考ょられる

こ札らの羽企給条によると、約23%のん択が警察・検察・ 10ぷIJr:irのIj J 
に;向jこ L-( いるごとがうかがえるわまた、現11の「打撃」が寛大す

ぎるとする者が約33泌を占めてし冶るコこれはより ~(:t)J な CfJ撃」を求め

てし:るシいう点に税引を肯定する立場にあるといえよう>りわけ!1'.i

村\いはその阪ÎlG ì1 S強い口モー才しに討して、;日~Jl への打撃が l 似しす芦る J

と感じている九業{土、:..:%じも満たな， . また、「変化小定」とは、阪

H!'Jiと通常期にお ν ミて CHl:í':~に温度あり、安定していな ν ミという

頁見を伯すもの〉考えらjlるJ こすし-!J"許可1百円むな戸、見ごあるのか、または

[到惑を々 、していゐのかはだかではない。:j::{t::、としてl土、

打支ないlはさらに力説，.投打を求めていると ν えよう。

;大;:、 127-2i土、 1999年に広東省山川市で行われたアシケートJRj貨

の料4':である~，，~r~l 手、は:--?)、律ね行機関が犯計へのすJ 主主 1] を強化するこ

とlについて行われたものであるべ対象者数や有効四谷殺などについと

は不珂) ここで， i'去伴執行機関 l が捜査機関のみ存指-rのか、さらに
は裁判所まごも含むのかは勺fからないが、日7.3%の大衆が「打撃iJJ (/) 

j;jjjヒを求めていることが説内取れ之。

表7-2 C打撃力強化Jについて(単位 %) 

l
 

p
品一
d
m
}

一
一j
 

よ
り
}
一:
 

レ
)
一
一

日ドハ一一J
 i
 

必女一一
J
 

i
Jす

J;
 
j
 

一同一

I!'，内 裟""坂氏只可欠f主主:'=ti千“毛昨今di'::"I}'j'/tij、l
土 '/，i:-ii)[- 7-'~?(ii):年l:i;羽ワnすどんに作茂、

表 ι 3rよ、 j~ ，:~dJ 合祭!;:;j丙減旬、hdが、 2ω11]"'-:3月之に:;-1J7)叶計jf百人Jに

おし、て180，1'，をkT象にf丁勺た説先の結果である(ろ九フ転回収1jコ羽音内

手計三~()'午恒子丁は必要であるか」である c， 4~jミから院らかむように、 9~)%

Uい大衆が01年厳正を記、買であると与えている。

最i去に、表?"" 4は/人手止1:ぬ名を対象に行った 7 ンケート調布であ

る。 時期や場所については不明である G 4:ぶから明らかなように、 9U%

の/、学z:が萩打を支持しており、厳打仁 lメ対ずる:tJ'はわずか4-%にすぎ

ないれ

以上のよ dハ二"(凸び)アンケート調査;til'*か.，、たブ立が;長十Jに肯定午j・

二日社S8(2'S:?l)lC17 151)1 



表7-3 01年厳打は必要害であったか?

記 ;;):: ら1:，♂も "'λ

F¥ ，、 ア。 ノ¥| % 

~I;() ムー ，;‘I 1 l.l 

日興 lじポlふJーと伝片山域分F";J1 1-9-1於人以ヘ対リl杭r;'j官学向的
efo'必?日老」日女T;}記勺OClイ，黙のj斤をπにf乍日比ん

決木正 _H  不要 l の J'.'ld いないか、これは f~ 人の才ご了あ
る J;J杏町iこう!こ泣抗日:かあとわか;つ也、てはぶ明
一句 F 

、め匂 J

表7-4 大学生の厳打に対する態度(単位:%) 

完全bH成 果ノド的;仕，~)~:え ;j 興l川な 1

市 (j

出叫 ， ，ι弘主，.':"~-且組織，;l~~iド，;.j A，~~緋弐 Jili:~，7折 ;=dHiJ~主 τ口

!T.~*免許 L第 l 巷j 匁.()Iイ以舟人jに枝容院豆"，'科忠弘
市，~+~ I~I杭宰!，+，， {Ii札 2制 f三 'li;{，ミ)

.j， 
l州 口元

結料自~であることが明らかごあるとい t よ与 1 ?~'J そしてこの三とは、

大衆のE謀長 t:~.i::î:.， ，ても、 ;{r'tが忠くなれば党は[設す74子1]い、裁'l'lJfVi はよ
り:重~"Jfリ罰を干jさなければな九ない、にいう認識が恨十J¥ミて v、るこ止を

司、しているしかも、大黙の多くは;，m~r~土人でなしのイT1るであ 1;

めと醜苦 C+1'，嘗なことである、 11!!iP者は社会の獅子狩+1の虫であり、
み ιなf成敗すべきである」コと2与えてし 3るという J そうであるik

治安が悪化した y き:こ萩打を発動するこ~~. i土、古:(1))J~~のよじ当yi:~司法の

JiLt:/~からいえば、ん択の l 義l富十占に吻台 L/た絞めて )!t:I切な川1じとなろうし

沿いれ会秩予古市日1I〆ているのにもかかわらず、ええj式決定者が子主こま

ね¥'ていれば、それはった衆の長!長十弓仁けを旬、 もコて，t(1)支:r1~， (/)1 勺牲

の危機をもたらすことになる そうであるが!，tにじ苧書lよ軽々 Lく';Jii:

}jj の総々な年千点を論ョ正しでもよ l、が、政策決むすれ土古島Hr，を決紫¥い

きないし、またその男気もないロ l厳宇了子行わなしミ』という試みが失敗

山、こうしたアンウ J 、刈査に際して、 般大宗も'711Jらかの政治的プレフ

シ引 を感じているのか、主主ずには知，~附もな \"\J むなくしも学者も六時立が依

引を支持して"'ると説戒していることから、、:れらの嗣一台:l2;:t:;;正大衆の州 Jし、と

かけ計れたもの cはないと考える

ロJ' :Li;':，r久ョ刑事政策的権力分布 (中!寸政iLk，:+山版下、 20()L:4二) 119貝

1"11 ~lìJ、 S8i2. 三2t;)10.:.6 
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すれば、その討;-*:(主，tttí~読しがたし'.-1山， )，いわれるので£る「

安する:二、裁判 ℃なければならないT輩出は、主;が裁判を通じて

大衆の主義感情ヰC{向jAぇせ、もってその支配のjf当性主調達じなければ

ならないと 12ぷ L ているかつであるコそしてその-q~;， ;:-ri、手闘がmJ市
しと上-')iこ、 Mr;r)HH埋もない究の主配の王当itが日々問われているとしミ

う4丈↑月があゐちのと与えιれる。
そして以 のこと本州みと化すJU工、手てのよ斗な{:~j-l崇メカニズムを g: く

ことができょう〈オなわち、裁判 道具」構造において)裁n(，土
';¥;: (l)道具ごある→必J北三JjにJJJる大河この不{持はその支配の正当作間恕に

j白後rYJにlJンクする 11当官を訓達・伴保するため J二大本を i前足させ

る裁判や行わなければならない→党が裁判を)マント rì~ 凡できる七品i

l-.J..-.， す合わ九「裁Jj 道具」総迄が必安レなるほご月号るJ、としとう具

合である こうした支配の正当砕をめぐる猪球メカニズムに法制jが巻き

込まれて¥'るカ吋l主に、 1之、刊は十有力の道具でみ i)*)d lてきたものと考えら

れるr

残された課題

〆'A1のようにL、{由主 I士三厳打が lJ';fEなのか lと¥，"，う漆|討を計iぅ百点と

する bf::J~丹歩踏破してきたわけであるが、さしあたり次の Z 点が、本訂宇E

にとって大さ争問題tしで浅されているのでは在 vづ、t寺えているn以

F-C Iよ、それらの伺itk¥状1兄を概観し、しかる後に太稿の長い主主i需を、

日絡めくくることにする。

ひとコl土、辺tI'j1tc7<'コつある}氏士改革の「栽 ill~ 逗ノ円」構造仁討する

2針hνi 三、'1''J;叩引1百刊，司草軒R重自的t相扶:可掩f地4 牙ポア

h誌t~，"'"円百""仁も I ご Uの〉よ今なノχ\々 J的l内可な百択，{v川)~:;約"ま vり)ををおごなて小1 、もなれ多くの 1[，祥告はも

S}Ajも;よ2め令ょう;二位の汀をかν<<っているのがC}1jえtあるrこのことは、
常設ひ， iこ考えれば、取り市ÎÍ'まれ二i 吋の能力を造泊波 fvE ャ 'f~ の lêづ?が大J当型

匙 'jているの fある}かかる付叫、で『闘争」 と銘打 J ごわうこ AL， ~-_)の集巾耳I fi 

読まりキィ J ベーンはもはや主界にきているといえよう (l~2:n':) :'どと寸止しl工、

ニ1しムグ)治勃 ;ょ『大井::'0冶::!{な希望l ヲト一件，j-:tnこ"1ズ Lf.?:辻グJものだとい
えば「引 γぎてあろうか， 1: j行摘するげ現代中lτ!こをの社台 治安河辺と改

':"It巨技部械のsU-1'f-込[羊台房、 2C.(i;Jtp-) ]Gi頁)ハ

ポ;詰S8i，2'S:?:J) lC1S 日21



.j， 
l州 口元

る:/，"，() :-j-'出ては '80守代後 1::.~こな計まる 民事裁判方式の改革」

をうさ機として、とりわけ日1ドHVI付目以降、下下JiJ、改革 1が戸品に担'1ばれ

るよういなって 3た」山ハそして、この司は改革の円1JR{立、党151口大会

;，19Si年1ドおいて江沢氏、私、書記)が、 tAc;z宣を推;1SL 、

現がJ、lこl.fEい独立・公正に裁判権およ を行{す」するこ〉を市 JI量~8~

に係正(する)J'訪 lこ報去したように、裁判につし A ぐいえば、ンムに

たヂ:l!:i:l・公正な裁判のぬ;:¥1ーというごとになろ斗}そして、 1999年10;j211

Hに1i'"白裁が出した今絞〉年l品J0) 'f";Jy去し文京の志向訟である「人又裁判所

5今イj':主革安制 J (以下、「さき 1次改平安料 と抗告寸 J :~oo:)_fr.: 0月 :~(-i 円に

は lへ氏裁 ::1;0J千絵 2 次 5 ヶ壬:~ L立キ安調 がr-PIされた。l:)， 1¥;第二次改

革要ifI司」と隠すJ でも、「人民主t判所の改草の総体的LIt':'Jのひとつと

しし、「治す性、ノと l性、公開性、 I''::j~ÿJ~主性、;奇l束性をさ(， (: .'~'j ぬ、ぷ

立f な:人'I'U;長崎メカニズムを ~I'~'- するこ JJ J 泊三平げられてしる l攻1T， J段

、サイ)，，"は l公王と効守 Jのス口 元、ンをす司げているん

:去に従った初、，，!・公正な裁刈とい与と、イメ何胃頭でだ，JiLだ法的'，Ujヒ
7f主主fl1が怨起され rζ う 寸なわち、 判定」を}ゴ的(:!、司 J粉争を対象

とし、小Il.lL公とどな第一者 (3:目立の主体、}が判断を下し、 rt}i-j-¥'fす之内

事者がル )1に茶づし sて文防をつく子ブロレレスがfJie却され、ヴ、法:こ11う

といろ裁'nであゐ 1 裁、 1J'r';の独占という点;、右 1 J す ~U;:'、かかる裁、 IJ が

「裁判=道具 l構造tは対称の笠託にあることは|吋らか Pあ7)<) ，) 

それでは、こう Lた可]iJ;cJ:革は l裁判 七月'，'-1 構造:こ桜木しもな転併を
よヨるものなのどあろうか。法に ;1'った独¥'， 公jfな主えれずじっ昨 '，fを日析す

:1J 法改革~j:、 裁判J~;豆尺 荷造とは l 反対のベクト;~ごあるよう仁見
、ヴ

パ:../~ 

しか:戸私lij1入い:土、攻f'Q:r;;:'ずにおし Aて;土、 このヲJiJ;c~ 草;こより 主主牝 J:t'!. 

26\ 同法改ざ:~JgA)jI; li"1ιで品るため、これは l 本"ノヲEu)延長と L て羽ボ~'J('

やる/\~~;y'f t!i~ Jである、
IはZ、子問;リl士周出1 ヰ牛コi川ゴ斗lにむける μ刈Ji法j主;沌市削lリJi皮支E臥L1主-'裁北T判lUj，μf:(i:糾:;Ijリi'吃主己改え革こ ヨ1よt計干:Jハ'1:，(げ0)

f泊可

川 t河丁tれ1イ:民 「E高王挙f釘?ノ心小-:-.，、よ半ドJ州11}論古i体弘民/九九t践誌特賊i、t犯己1注主主f設E右中囚?特干色ネた一;会モ土義?予手呆オ令、{伺1目1~3提主

ヤ市向白句"'， 1'1廿士持高紀:~1 ¥，9)マ12J) '1'共:11-)と丈献研究豆根 川 E7て以来重要丈出1，)空編1

(人 ~JJI~r{打、 2何l(j年j お貝 u

Jc:lJ ~lìJ、 S8i2. 三Z4 )l() 全
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主LJ 構「主 i二 .j1Ccj、的主転換が生じるとするのは、ヲ~JJJfドJ な見万ごはなしふカユ

と与え亡いる。それは-fi;ilj[ん J二、これまでにJ~r t:j !Ji 0れてき;，CiJi}、改革の

す正問が、「ゴ，HIJ 道具」偽造の斗l吋にとどまってし=るからである。

問えば、裁， IJ'口の人 'Jι訓2t(，，~ついて、兄- ~古幹部原則の名目 r" 'CJ ';級定j

3E只会(お上1Hk!Uが政判官0)人事維を実質的に常援し、上汲放半Jj民

党グノレーブ以協力11'0;;場にす Zなかった市'Jルヲ宏、上主k裁とIJrir冗グルーブ

が「級裁判所の裁判守の人与を主導し、同級党安員会がそれに協万する

川j 皮に改め上うとする改1p:i-~:置が、試験的 :C:1jわれている。つま旬、党

'þ(幹部 hi-(則合ワ k~L内においし裁'1'1ヲ守人訴の主導者を!日j級タ;1E員会か Cノ上

級裁判所党グ 1レ プに改めるといっ主のである。

ご引は191:'宅年:1 月に巾共力 1]人組織-Í'i~ と段高裁が出電;~L i芝、所i1省、?な

注省およびセモンゴ)~Ei台iノ〈を対象地ほとし、試験的:二1iつ犬 2!OrZ措置

であり、そのじIljIt ' 人事 c~~ ~t政治安を地方か戸】相対 I>;~ にうよ縦さ-~-:!、もっ

て裁判官が伺の法律を公正に執行し、;rJ，方勢力のt:L~響を受けないよう l

に fるためであるといわれているυ 実際、 担屯i-I:~省では r 思の 2 級裁

判所 141裁(1-:>>;:層裁をおヲに考えられるj 内所長・剥所長については、

地)j管理を主亡するから、上級裁判所的活"'1'を王とするに改めたυ廷託、

判事については所)，~;故叶所の特1唱を i ーと宇る!こ N う(:::'

しかし、本折泣l よ ~'-l 、向級の凡長員会や政府の立I):!H-~j自わなければ、

織を失う iいう状広からおtlJできたと Lても、 fy芝(土、ニ総裁判所の京

市]に凶わなければ、械を:たうという状況になる可;宇佐がめる c たとえ、

斗円詐ii5が司法の剣ぃγ;こLjl7ての一昔三月:fJ'をであったこいでも {球か;ニJJUJ

ヌロ，クケJ往杭から ij~~却という jγrは Ilíi j~士であろう 1 、ミ見設j;{1i仁おいて

は、不質的には主任を妓介 y た権力ノト分0)己 J フ，l~ ヒー構造のままで

あると12えられるコしかも、信 I次改革ら:綱ではなお I式蛾完治によ

りつLた成均一を告定しも試験的天地巾iンキじた代涯をET1L撃に検討しも長平氏

策を提起する」と ν寸宗段階にあり、不措置の推進は難航を極めてし」

る状熊ごある ο

このはか、時を|つjじくして党内でも変化の言i)Jきがあ"たcJtj主 (6.:J.1 

1.，"，弘~.:二叶 ν て i上、民有田 l 近年伝説1ft!在民改革連作状態 中fμ「主主1994年

4 ;t!;7::>-'(;)頁を参照Lt

二日社S8(2'S:?3)lCl:) |日4J
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H附 日見

参照)の中共最高裁党グループの税法では、所長・刷所長のイ工免につい

て、 1，<1級地h党委員会に l級上の裁判所党グループとr1分協議するJ[充

分協商]ことが求められていた。これに対し、中共巾央「政法幹部隊列

の建設をさらに強化することに関する決どJ(1999年t月15け)では、「地

方党委員会が政法部門の指導的幹部のイ工免を決定する際には、 l級上の

政法部門党グループ(党委只会)のI，'J意を得なければならないJ (カッ

コ内は原丈)とされた。これは「党委員会は独白の判断で人事を決定よー

ることができなくなったJ (田中伝行「中川の司法改草にすちはだかる

l平い壁」中国研究月報61巻4せ (2007年):l7頁)と読める。ところが、

中共中央「党・政府指導的幹部選J左伴川業務条例J(2002年 7月9tI)は、

これを骨抜きにするような規定を設けた。十なわち、 l向者の窓児が一致

しない(ここでは l紋卜の主主1'1J所党グループの|口i意を得られないj均台

は、最高裁所長を除き (4条 1f買)、「正職の任免は上級党委員会組織部

門に報告し、これが制整し、冨1J1肢の任免は主管サイド (J白方党委員会を

指すものと考えられる)が決定するJ (31条)としたじ結局、 l級上の

裁判所党グループの同意は必仙の要件ではないのである。旧条例である

巾共巾央「允・政府指導的幹部選抜任用業務暫定条例J(1995年 Z月日円)

26条が本条例31条とほぼ同じ胤定であることから、旧態に復したという

ことになろうかc

なお、第2次改午安綱では、「 定地域|人jで裁判官を統 的にj手用し、

基層人民裁判所に統 的に配分して任口させる制度を検出する」とされ

ており、改革の次のステップの青写真が示されたれこの改+系が'fミ現さ

れれば、少なくとも基層裁の裁判官は県クラスの「裁判道具」構造か

ら脱却することができょうれただし、詳が統 的に採用・配分するかに

よっては、より上級の「裁判道貝」構造に組み込まれたにすぎない、

となり得ることはいうまでもないの

ところで、先ほと'0)江沢氏報告には、実はすぐ後に続く文があり、そ

れは、「えん罪事件、誤判事件の責任追及制度を打ち立てる」というも

のであった。第 1次改市:要綱にも「制度建設を強化し、lJiie督メカニズム

を健全化し、司法の公正と治廉を保|華Fる」という頃リがある。つまり、

可法の公 11を保障する制度は、責伴追及市IJ度や民主督メカニズムであると

考えられている c

[;iriJ ltiJと58(2・SZ2)1012
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先述 (G.::;，?参託j の~~乏Jj~，也知]および進法試判 pil追及制、な勺ぴ

に町長er支所帝ljiよ、ま与にこれに談、行する口しかLて、〉11J述のように
これらの制民l止、 c1司」への照会、「ヰ;しへの肝"判長".<;11:.する

J十)IJ~ているのであるにl 辺段階;おける l司氏改革の拾宣は、ィ、 l を初止

するための五7杵強化といった校ノ川を干している。この点、有'52 )j(c:'z)r"要

綱は、「裁判;Ti がィj、 lこ fi(九、 ð~;( ¥'i_ ~./ 'C裁半ける古'tf制!立を倒，'1し、 f-;黄体

;}5 J: U 中 19rt~ 判〆内の抗出j職員を強化 F る 。土ケ|括的に{'ì ~tt f~、・単独裁

'1，官者f千日iJを実施するJ !:..し、 51:すして裁判をする?体を裁判官と~白、

した口、ご注Uさズしる しかし同時に、ここむもや:J: t~! 絞三IJT干の主任追及

により公l をd廿1*しょっとずる Ir-:で、 iX立てと申えを にしている二とを〆看

過lてはならなν

以トのことから、昨今の PJ法改Jp:の状況ノトついえば、「裁、，IJ 道兵」

f書j告;士な るt られる}ただし、 liJ、さえ年をめぐる

おいては、司法の50.{立・公正というテ ー;.'1こ数発されてか、今ヨ!こ令っ

亡l之、人守f.. rj'j):市'I 肢のêJ~宣キセソト， .した裁i'iJ'r;の独立を;:tめる宇技

が畏i井jさ才し25上うになりてしる?い こうし?梨lきか哉判 道具」他

日，にた計年を守え、ひしてはその崩j歪をもたらす可能没があることはい

うまでもなかろうっま三、て工ゴドJ安(最i可決存戸fiJ委員会k誉1>11・i:_.向日f

iYr長!;:、 IrG~~て改革キ Jt.めるに可たっては、ま 1 泊 }J フロ/クの指導

を縦フインの指導、すなわ士J子性|白J首淳lこ改めるべきずある〉法凶初期、

1"'1家事務の管志の伝子検が淀く、人々は 2兄;のJ乞♀と!よ、各紋士，Ilh党委只会

が計i高じなければならないものと勘追いしてしまったJ と桁拍し、地

I灯j、f折jズば、 二巨(，lU，;I rJ， i ，t'F':\'f~::;宇治"為干支 lAffii色司μ三立与'J 次 l剖M党l~)HH"r " 

Jl!J112頁ンノ J 、原病~~-{・"草kJ ~，~ ~ .k'J，;:.1、む独"品時心排到我同UJJfiil;li{的琉代化

人民μh生%〆〕フ午 ?j!:，~:3:3 R1Á !，'， I;fdl雪主主:;'主J肖的よ c.iJ'?町長還E法律 0'者

法官刻、\1:1審判的実叫王子持~{Ìl2002it 4 !tllGT~ い

l 土幣安;~'-!、院休 "U改革背m'J 九え寸法1999年目別{七[\if¥:; つ ;-¥1 1;':(' なお、

非主:之、 1地心ブ 11ツクの指導ル縦ラインのm専はともに党のm導であれあ
るクラスがI品川こ従うことごあり、i'Q終均には廿口央に従うこ(.:~<.なる I こ

れは五円指導をfJfjめゐこと「はなく、党内裁判伐!剰に対すやが導を戸、にJ夕刊す

る下とである J とL'Tおり、その議論は l吃の指J芹1の作品11.みまじ

やも?>とιtするものじはなし r

二日社S8(2'S:?JlCll |日l
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方各五&.持'!'Cバiを地方ブロックの税措かり脱却さ刊J-ぶうとするもちろん、

これらは現役陀においては議論:こすきゃないが、議論乃内容凶体からはIJ主

判 定具ー除法奇打破守る万 lムJ':'~^1)者ほで誇るつ

もろひとつは、不杭で論とてきた裁判のめり々の 1レーソであるじ:t設

の l先行ぽ冗1])+員討 において、必半iJが行政的であることは伝統託、の;~

Jt 'Jj-~~ては lfカ:すた、伝統'"TITI i-'(: J::: ft 

イヒ→社会 t表kの浦、受といっrra:'1~ 今泊ってきた現代「九回にお v ゐて、「な

げ裁判のありよ'i~::. r五l す王伝統山|ド|法的遺伝チ l裁判 =rJ~t主 Ó~ノ デ今日に

おしもても夕立{1して」、るのか、[司存ではこの位、がr:;.jらかにさ jlて」、なし勺

という疑:-I-ilであるご

中主i法制リ」の研究lκ果が示すJうに、 i;'ftの裁判i止、「単文|可Jf.ITじつ

いても法HtYJ越にワいても、相争う !:I-~.話。r十誌に討して?されるつ1);主

t いう f平 -l~} をもたなかったv むしろそれは、およ苧なり犯:止なの、およそ

人の l斗の洲千日の乱れを古l叱宇る事件に対して、統{古手?として適切な処法

やこるための手流であった」汁之円はf宇、止Lそれは「直i妥にセ:よ町長に
せ上治相、的にはすべて皐前から権担を賦 ~:j 寸られ、患j討に上)ごド~111に

任免されるところの :--'i僚lによってi丁われる I二七割jが天下をi'fiめる行為

大卜〈乃符;11'9ーなわι行政の 環でしかなかった 32;へ
また、裁判じおける沈的伏文巳のあれんも、 I'-~&ji~閃はつねに[

識の、またi斗 撚闘い.](:1-3vゐてもト位当(土上位指ーの苦手告をがること、ヨ

l 、換えれ以ト{i~'者iよ上役者の指小、命令を仰ぐことが予Jλ己主礼士おり、

それは決定の l科、が円らのず 'C'/Hl\!~ !〆と?た7三を?すとしぺ裁判における

決ノしのんよと であった :'Lj'，そ Lて、1";'土の也JiJを てf託Lた

j結合 ~~.-:， 1.二か汗かlよ、結}寸、最終段階:こおし:てどう決定されたかに

よって〉まるわけであるが 原官の'1"-¥とそれに:IIJ~JIみした今紋上CiJ と

は、それぞれのj品合に応己て所定の懲戒史句、を受けむかったのであり」、

ニ h~::. より、 l 法の透 '1 士 i"JiJがfJt3事されるI1組 となっていた'， i-'-

ザノ滋賀・前掲注 (::~n 86 1J、が)支}

問、小:I(~:)、「現ft中国内法と裁判IJJI lト&;;Z半、つ〔〆03午j 旬開n

'"滋賀・前崎汁、13) ，-l_"f1" G なお、 IU の)~用を誤って擬したL詰合 についん

fZ!ったかi1fか」の以め方、および l訟つ cj託l〆た」と Kれたnの責任全治及

I"，J ~lìJ、 S8i2. 三主片 lO_:.ll
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このように、泊代における殺事;をめぐる開念おぶぴ立造は、現代 r~-II正

における l主主判j 治 t(I i帯 i~2 と包めて刻似しているとし ι えよう c そ

し可、こう仁た明治においては、 l敢打に似た現~c 合 t~出すごとがでさるれ

それは「杖縫」と!ヰばれるものである J

シIJ、l官憲ヵサ日書1:"1ミを投("e1iJ :き死;こ辛らしめること :-lh'であるつ

l:t望台はi青ft'l'矧の実才弁において、「記、史的律背予告lを"江掠こした で、そ
れを用いることや手配J:cjーるも主々なイマ ß{?のすt)~~:;j';'として;EJE1きれてい

た J 鈴木秀光はケーススタディをJlliじて、.1(Cf)日l¥の札哲三塁者(の理由を

柄iJjした -jなわち、 '1'必史的夜寄帯:1:.こ支寸る時間を考正常Lご允イバド〉

試行を半めるため、必日~rYJ ~三者切jで J iJ ~λ る?塁本0)七:ノはに:1J宋ナる

への考忠、必要的程t品 ~-I;では北町J にで告ない案件をより較しく北町J に

するため、三〉必全的覆茜却を!iJ ¥" i:~均台 lこ多くの民衆:二累カ玩ぶことを

避けるため、、受i'IA0f立案帝Ijをff!しsる乙炉で不if:::(/)事館が発:とするこで

を避けじ要な告のみを告1] するため ~'8j であるロ

このうち、ほの例と去れた事交は、厳ぎての禿怒と川r;lj，して"'る、 ペ談

事誕;土唯正三 {;723) 年にi'ffi包有でJhゴきf集包による 'J!l縦士返事{'Iであ

る。強盗未還の古犯は杖 白流千平ごあるため、土鋭の子技でlかじJU 

にで主なし， 0 かし、当該事件は向千1-'裏門 lアモイ)で必主と強恨事件

の風j'$ij1<: ~~ じて守;一千起こそうとしたのであり、「主きL: 献しく処罰

するの、は、誤判貰fr::;1jに椋めて源相しといる J ここにも{ム;1'dc.~: (!) J:[ '.;~てを ~i_í_\-9

ここがでえよう(之琳「苅栄治冗 言防凶銭穂出Ij l在品ríl手\人民検脅さ:~~~見8-'ITtt

も[μ'j\~-:' 

引、筆者は6.Sで、 }I1ft中村における Ijft吋=道具」精f主，"九三て、 lあたかも
与地方ブロッケが 組j執よなって当地の治安維t寺を諸!~-ñ-:)~( い ω かの様相を

弔し ιいる六で特限的ぐある.1 i::-t日て宵した 3 三J~主円五分で引 F巨 J たよろに、この

f諦民 lとL寸法旬、は':， 1司法制史の;qj~. に拠るものヴあり、 日人1'1から t、っと

もらぷ二法とtJ;1{むこ三叫]ふとの己続行か確l誌できょう

判、鈴木秀光 l杖絵与 7古代中期死刑案件処理の-'0祭」中|卦什宗主化学会
170 (2.二:()2年)l49頁μ

:，37¥ j i-iJ土 15~1 ~(' 

ヤ) i-μ1戸 J な話、組本 と l立、 I_~~官僚引内部における卜奏、丈)..1を指←-a-- ;， iilJ 

i以3買人

二日社S8(2'SlD)li泊。 |日l
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しなげれば l 会寸J毛雨民党lJ 光;~l1j 、とう〕て立十人の引を;~(::~1. Lさせること

がで主よ λか: ( IJ内iよ原文)と Lて、単帝に上奏し、杖絡のi-A可
~: ;J♀めた (:19，

これは段れのようなキャ〉ペー〆ではないが、 4え庁三を;Lすさ;、はt旺作ー
の Jんや T釈を1!!J:コ、ごも ~ic罰を加え、ち、l予を i口[?安しな (.)-:ldよならない、

という吟1Jの点ーをは、絞れと問似しているといえるのではなかろうか川口

ところで、現代円同法の rレ}ツを探る lでは、伝統i';t:だけではなく、

十|会士義民の影響、とりわけ長も影響が大きかったi日ソ違法にも日を11::

けなければなら ;J，'~、 このことは裁判のあり方も例外引ょなく、裁判jを

めぐる制肢の多くが!日ソ速のむ響トにある c 制jえ;工、そもそも人大切jは

11 :ソ連のソピ工ト制jをモデルこ LてJヨ:'， "，;、また「裁判 定具」情;三

幻瀧γ丹;UJ 士るお符卦;~'lß ポj 度:立、 16 ソ速のノメ/ケラトヮーラを模倣した

ものであコl:..l ，\~~ さらに 11ノ速においては、 l 絞民判所が守松地:b主内

のト禄裁判所の活動を指予宇る 7ゾ ン 下ステム』というiVlI:支が!{在

していた川という U

そして、実際に「特定的政策日的げャ円えば i:"'i、労所得」一知)を実

現するために， iJ孜序維持機問 は協織すべきである、という宅〆ζがイヰ

に:止、校察J寸・|人l手;tts;)i，!;J -同3ziZ安機

川 iTiJト1[)2_0

':ので子LU沿明 if'，守U::同時に、そのf古川F 対Lて、事慣が急な場fTl:は、既

fナ(j)L!、iこも手続にもi{u{2せず、 1'1ミピつな社会正義の要請L芯えて臨機応生l桜

る樟う乙とを求めたりもしました l と指摘 tる lィ村引L (3) 7.t1Jc 校事長{三

?の 例む iあろう。また、鈴ボ秀光が史社に戸、づ主ぞの〔七庄の文~\を l明りかに

仁三 :--N~諸二巨命」必 l 抗池 Iりたも、こつしたん刊のありげの実例 ζ いえよう

(1恭請 l 命考 清川タヒ刑f&択におけL 出立1ど 定内 J ì)剤J~~jjア究53 号

刈川〉年頁J:)， p'， i弓ぶ，0i[:j血ιi*考J 収洋史L1じ冊究l行長己?り日号 ぢ川)，+年J
17-t(J')， 1'-)。

は烹:よ剣宮中f]:1人民代長大会たり)分、_JI dL1:主出版紅、第4以， 2(X_J:-i年)19J'L 

川 1;主計? 干吉刃草主婦~，女寸二丈缶、的 (w:Nへt(出版社、 1985-':-:)1(冶 --1: O.t-士、

矢吹~' n寸大同家'1:同のゆ〈え 同気村会経1芹~ (¥f{方書主、 1996午、!118 

--11 D頁C

;")小~U1秋夫編~'Jl~代rJンア法市:/~(六ザ同月定会、:2003 'T-) '~;;， h \七、~:.J

執平h

Ic!J[ ~lìJ、 S8i2. 三，x1l(1)8 



現代'-[1:TIにおけと「μJU:Jの情三 17 屯 η

持・ぃlí1、内、のほか、よ丸呈Jj ~;í も台められていたn ころした考 λ方のもとで

は、鮎祭・干名古寺なとの111引を!l、:こもとついて統制しうっ とくに改汗l

的↑ヰjさじり5告し ~--: 1、fv、_4-' 'i - 律的な判断を行うことを裁判所;ニ!招待

するのは肉殻ごあった」以(カッコ内lz原文} まさ i中1"1の政主をお

1.};j 2-: ，:=;-t~る J出馬であるハソぇ降、 lじソ速においても取どと rr-:}t主:二、 19(iOイl

11::にえ i洋で反「経済5R;;~γ ンベ 二/む反 l話除行為 j 与ャンペ ンが

行われ、宇佐:法の遡及i盗用やJfヤ〉ベ}ン以前;、おいてはJ韮反行為とすら

されなかった肌京lnQ7){JFI;-4f.裁にiJ~，刀、けられる 4 うになっーといろ'"

当「守のモスクワのチr~lι1 は〆大のように詰つだという}i!i )人な4ャンベ

./7うV丈古U!さ才ているときには、いかなる

の行子やはばむことはできない川lとハ

も'丈質ィ去も千ヤンベ ン

このように現代中1'1における犠打と νゐう税義l土、伝統的.[i:とi日ソ速の

I ~llJ方に見 nl すこ円ができ ζj のである}したがっ亡、現代 rJ-l 庄の及4刊のあ

りノりはな統法におけるそれと変わ4なρ とする小ヨのは鮮に、羊宇Iri賛

同ずるかし11;¥);'においし相会王義iての立場からも、 F裁'1'1; 追貝

|長造における裁判のあり方;土存かれ得る それば現代中Ifiにおける主主丁り

のあり 1Jが続位と社会主義i'l、の 共鳴 j ない!...~f土 Jlr.J台 Ifユ)Jの援

物であることを13件、してい」う。そこで次:こ、な三向者の l共鳴 が11)

→4: jfiJ 1-". 

松 l、ft1l'十十兵士義tt剖におけるり主-YI;(1)主主 υ ソi主とヰ:"，10)0JI土り

学 J仕き会宅上義J汁)、Ji研f究ゴ会で柄 t杜上会一義jυJ
f律宇丸{化七干札よ、 l旧98訂7"咋了) 3幻つ --3お3 民~一/冷):況王か、ジヨ ジ ブ ノブ盛時ZJ!、沢)

lワピエトの法信と fiT!;，JI \~!、文堂、 19G9存 :1 1~-j9 --1ωJ只も凶りi牛か I~ 19G:2/~ 

にかけこ行われた料法j8~~(-~)'i'する iーが/ベ ン:こかいて、 fJ為持は、(lf-i2fjf三
(J) 口シア共 ~D 円7F;法典と者えムオしゐ}によると懲役;) ':t以 iヌιl'l卜のJ国向J古
紘一丸、て、事長~)、(]州平川J児さ 1した IwJU、典か)を j也及川ミ)11 した f--C撚没

15.{: -I二込し、さらにゾ浬最ff11T訴事キ百537のrイjィlfi11により死刑にたしたケース

キ市?~介←j る。なお、ソ民主を l司会議幹部会とは、;敢 i';~i ソピ工，c..， (l)内がにおける

その代表f;関と 1 て、最 1';;; ソ i ード cつ閉会中にネの権 l伎を代行タる~'~'設の」

伝Fcl争力機関であ fふ藤111.1; .1 ~ t内説、ノピヱト日、!九京大長出版会、 lYおれif;

ω頁)
↓f ジョージ フムイブア←一・ liij.1。

二日社58(2-51I)ll沿7 |ωl 
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能であ Jたのか、ド:，J高Uノ 'f'可が 五日書Lたのかが問わjνなければならな

l，-'，-，何日if{~C.)主べたよろに、この I.~ も残 3 れた:府立となる口

*、YW市町教夜 :Jj!.都大子')に{王、J!':司法制児における 杖発ーの存イをよ孜
'1、いたにいた 迂 111日計百数民 l'-;し十:'1iU際人主主/には、 H~'.ro~d ¥'1.1山 111t' r 

SUiR( JJI/rrl:' Anri-Cn:;n(' 仁川ntl1ignsu制(制n，!Si!Ci!1日inai]US[U'f， t 97ρJ9K;)， 

Co~ nell Univ Ea日tA.sio P了ugl川、I(ム柏引をごほlJ，，'I:，I'¥，に すで1円'1方町准
救援(，-"(，古h~大主)には幾度た争〈辛省内議誌にお{寸 3 合 ν 、いたださ、その

たびにIfe確なっドベ fスをいただいたっ fL:!落防「劫教はじ海員一大午こは本

杭の佼ヒ:φご:;1)Jいただいた J こ-=(，，~記して各ヘ"仁「社岩手きをしないに
**ふR4lよ、北海道-}C'T審査車 1川、了 l 了↑i':df:i丈 (200()::~- :3 ，，-! 2-j づJ斗送

路止したもグ〉であゐ υ まだ、本研究の n:~~，立、半成 7午皮科ナー研究世術泊金

問ノd!J ;l;:' J!':員 ~~DjjJ受J に J る c

l自11 ~lìJ、 S8i2. 三 lt;)10同


